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□ 特別養護老人ホーム  シャローム東久留米 
203-0023 東久留米市南沢 5-18-36 （事業者番号：1374800066） 

TEL：042-467-1561  FAX：042-467-3040 
 
□ 高齢者在宅サービスセンター  シャローム南沢 
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TEL：042-467-1648  FAX：042-477-2080 （居宅支援：1374800132） 
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203-0052 東久留米市幸町 1-19-5 （事業者番号：1374800827） 

TEL：042-470-8187  FAX：042-470-8188 
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TEL：042-470-8186  FAX：042-470-8188 
 
□ 認知症対応型共同生活介護事業  シャローム本天沼 

167-0031 杉並区本天沼 2-36-17 （事業者番号：1391500145） 

TEL：03-3395-6333  FAX：03-3395-6331  
 
□ 杉並区立重症心身障害児通所施設わかば 
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167-0023 杉並区上井草 3-8-7  （事業者番号：1311503112）  

TEL：03-5311-1077  FAX：03-5311-1087 
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社会福祉法人 三育ライフ基本理念 
 

     いのちを敬い、いのちを愛し、 

  いのちに仕えることによって 

    神の愛の実現に奉仕する。 
 

 
 
 

 【 理念とサービス目標 】 

 

 １．「いのちを敬い」：生命への尊厳と人権の尊重 

     利用者のかけがいのない生命とその人格を尊重し、プライ 

     バシーに配慮し、安全で清潔な生活環境を提供する。 

 

 ２．「いのちを愛し」：おもいやりといたわり 

      利用者には優しく親切な思いと言葉をもって接し、安ら 

      ぎのある生活を支援する。 

 

 ３．「いのちに仕え」：生命の質（ＱＯＬ）を高める 

      利用者がその人らしく心豊かに生活出来るように支援し、 

      自分と自分の親にしてほしい介護サービスを提供する。 

 

 ４．「神の愛の実現に奉仕する」：敬神と博愛 

      神に仕える精神をもって、利用者へ差別のないサービス 

      を提供する。 

 

 

   三育ライフ  介護三原則 

 

１.知識に基づく 「正確」 な介護。 

 

２.愛の心からの  「誠実」 な介護。 
 

                ３.健康な精神で 「清潔」 な介護。 
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三育ライフ 「行動指針」 ： 私たちの仕事  

    1．利用者の言葉に耳を傾けることが  

            私たちの仕事の始まりです。 
 

   2．利用者の立場で考えることが  

                       私たちの仕事の基本です。 
                         

     3．利用者の必要に応えることが  

             私たちの仕事の責任です。 
                         

    4．利用者の苦情や訴えを理解することが  

                       私たちの仕事の成長です。 
                         

   5．利用者の安心を支えることが  

             私たちの仕事の目的です。 
                         

   6. 利用者の思いに心を寄せることが 
              私たちの仕事の目標です。 
                         

    7．利用者の満足と笑顔こそが  

             私たちの仕事の喜びです。 
 

  仕事を始めるとき、まずこの標語に目と心を向けよう。  

     利用者の言葉に耳を傾けることから一日の仕事を始めよう。  

     利用者に命令し指示し強制してはいないか謙虚な気持ちで仕事をしよう。  

    私たちの仕事の目標・目的は何か、私たちの責任は何かを日々に確認しよう。  

     仕事から得られる成長や喜びを日々に期待し体験しよう。  

 

    自分の満足を優先するなら決して満足を得ることは出来ない。  

    満足や喜びは他人と分かち合わなければ真に自分のものとはならない。  

    満足は漫然とあるのではなく創造的なものであり、「始めなければ」存在しない。  
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令和 8 年度 法人の課題と方針 

部        門 計 画 立 案 者 

理   事   長 東 海 林 正 樹 

  

新年度当初予算の審議がなされないまま、通常国会の冒頭で衆議院が解散され衆院選に

突入しました。高市首相が就任し、わずか三か月での解散に日本列島には大きな戸惑いが

走りました。大雪に見舞われている雪国では選挙掲示場の設置作業等、ご苦労が多いこと

だと思います。国内外の様々な事態に適切かつ賢明に対応できる国家体制が一日も早く整

えられるように祈りたいと思います。 

このような中、迎えた 2026 年も、当法人は昨年同様、利用者やそのご家族、そして地

域福祉のために職員一丸となって献身する所存です。今年度の基本方針と課題は以下の通

りです。 

一つは、当法人の「いのちを敬い、いのちを愛し、いのちに仕えることによって、神の

愛の実現に奉仕する」という理念を踏まえ、利用者や地域福祉のために、愛のある、丁寧

な働きをすることを何よりの基本方針としたいと考えています。各事業所での様々な働き

にこの理念を具体的に反映しなければならないと考えています。 

二つ目は、職員の意識の向上と労務環境の改善に取り組みたいと考えています。そのた

めに利用者のみならず、職員一同の人権や尊厳のための研修を設けます。また、キャリア

パス制度や就業規則や給与規定の改定に取り組み、利用者の安心・安全度を高め、地域に

も職員にも選ばれる、働きやすく、やりがいのある職場を目指したいと思います。そして

必要な人材と職員の育成につなげたいと考えています。 

三つ目は、緊張感をもって健全運営を目指し、事業の分析、休止、廃止、組織体制の見

直し、また新規事業への転換も含め、中長期計画を策定し、経営という視点を踏まえ果敢

にチャレンジし、検討し、対応しなければと考えています。 

四つ目は、地域福祉の充実を図ることです。地域福祉の拠点として地域社会に溶け込み、

必要な福祉課題を地域住民や関係する事業所との一層の連携を図りたいと考えています。

また、緊急事態での事業運営のために、関係法人、及び地域の事業所との連携を図りたい

と考えています。更に、地域福祉の働きに対する関心と理解を深めてもらうために、大学

生のみならず、高校生の研修機会を設けたいと考えています。 

以上の四つの課題にチャレンジし、社会福祉法人としての使命と責任を全うすることで、

一層地域社会に貢献することのできる事業運営を目指して参りたいと考えています。 
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令和８年度 東京事業所の課題と方針 

部       門 計 画 立 案 者 

統 括 施 設 長 我 謝  悟 

今年度は、臨時の介護報酬改定が行われることになった。その中で、生産性向上が必須であり、加

えて、協働化についても加算取得の要件になってきたことから、各部署で、生産性向上について力

を入れて取り組む必要がある。これに対応できなければ淘汰される事業所になるという覚悟が問われ

る一年になると思われる。そこで、管理者会議や、各部署で生産性向上委員会を設置し、それぞれの

部署で、具体的に検討し取り組んでいくこととしたい。あわせて、考え続けていくべきサービスの

質の向上が今年度の最重点目標となる。具体的には人材確保・育成・定着の視点で、キャリアパス

制度を進めていき、働きやすくやりがいのある職場とすること、就業規則や諸規定の改定等を行うこ

ととする。あわせて、物価高騰や賃金引上げについての検討と対策として調査や要望活動への協力

をしていくことにより、働き続けながら人生設計が見通せる仕組みの構築を進める。利用者の人権

や尊厳を守るという点から、法令順守の徹底や、ハラスメントに対してしっかり対応できるよう倫

理意識の向上に努めていくことにする。さらに東久留米市や杉並区と積極的に協議し、新規事業への

検討を行うなど中長期計画の策定をエリアマネージャー会議で進める。これらに取り組むことで、

【地域にも職員にも選ばれる事業所になる】という目標に向かうことになり、法人の理念に立ち返

り、具体的な各部署の事業計画を立案し進めること、そして我々の組織の魅力を力強く発信していく

ことを今年度の目標としたい。 

 

【課 題】 

１． 法人・施設の取り組みと健全運営 

 

１）議論を重ね策定した、キャリアパス制度について、試行錯誤しながらも実施していくことで、わか

りやすい、透明性の高い事業所としていく。その内容をみんなが理解し、この法人内で働き続けな

がら、人生設計ができるように将来が見通せる仕組みを構築できるようにしていきたい。 

２）引き続き弁護士事務所の協力を得て、当法人の契約関連の問題、コンプライアンス・ハラスメント・

虐待防止などや、人事・労務のさまざまな問題を迅速に相談し進めていく。 

３）千葉事業所との定期的な法人経営会議を実施し、法人全体の課題を検討していくとともに、エリア

マネージャー会議の役割として、就業規則やその他の諸規定の改定などに取り組む。その後、山積

する問題に対応しながら、中長期計画の策定にも取り組んでいく 

４）医療との連携の強化を模索し、利用者の安全・安心につなげていく。 

５）国や東京都からの情報をしっかり収集し、必要な研修への参加や、各種補助金の申請など、漏れな

く進めていく。 

６）物価高騰対策及び、環境問題への取り組みを進める。 

 

２．業務改善と組織改革の前進 

 

１）生産性の向上については、積極的に取り組み実施していくように進めていく。職員の負担軽減を

目指し、働きやすい職場環境の整備を進めていき、そこに働き方改革の視点も加えていく。 

２）様々な課題に対し、エリアマネージャーを中心に各部署で迅速に検討し判断できるようになった。 

その中で、感染等で不測の事態が起きた時にしっかり組織として対応できるように、バックアップ 

の機能を確立し、フォローできる体制を整え、安心して働き続けることのできる事業所としていく。 

３）ＡＩの導入や、データ連携など、デジタルテクノロジーの活用を具体的に模索していき、活用で

きるきる部署から導入していく 

４）各部署の事業計画がどの程度達成できているか、進捗を確認するためにアクションプランを作成し 

振りかえりを行うなど、ＰＤＣＡサイクルを意識して計画をしっかりと実行していく。 
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５）厳しい状況の中でどの事業所も、エリアマネージャー・管理者を中心にサービスの質の向上とともに、

収支の点にも気を配って事業を進め、法人全体の経営基盤の強化につなげていく。 

６）報奨制度を実施し、工夫を凝らし、取り組んでいることなどを評価していく仕組みを作る。 

７）地域包括支援センターの区割り変更に、適切に対応し、担当エリアの住民に不安を与えることなく事

業を進めていく。 

８）重心わかばの移転について、区としっかり協議を進め、より良いサービス提供ができるよう検討して

いく。 

 

３．人材確保と育成 

 

１）人材の確保については、当法人のキャリアパス制度への取り組みや就職祝い金の制度などをもっと発

信していくことで、採用を進めていきたい。エリアごとに必要な人材を確保するための個別の取り組

みを実施し、行政やハローワークとの連携も取り組んでいく。特養のチューター制度をはじめ他部署

の新人教育の取り組みを検討し、入職した職員が安心して働き続けられるようサポート体制を作り

上げていく 

２）研修については、引き続き、動画研修ツールなどの活用を続け、常勤職員中心の研修体制を工夫し非

常勤職員も受講しやすい研修を企画していくとともに、必要な場合は集合型で徹底していくための

研修・訓練も適宜対応していく。 

３）養成校や外国人人材の安定確保を目的として設立したシャローム・マザアス協同組合などとの連携を

進め、外国人雇用についても体制を強化していく。 

４）研究発表会については、積極的・主体的に研究し外部に発信していく取り組みの機会を設け、相互に

研鑽を積める環境づくりを進める。 

 

４. 地域福祉の充実をはかる 

 

１）地域公益活動については、既存の活動だけでなく、新たに取り組みを進めていく。東久留米では地域

包括支援センターと特養や在宅が連携し、地域貢献に取り組む。すでに進めている地域の自主グルー

プの活動へのかかわりを続ける。杉並においては、医療的ケア児の支援体制への活動など、積極的に

かかわりを進めている。今年度も、地域のイベントへ積極的に参加するなど、地域住民や関係する事

業所との交流を積極的に行っていく。 

２）杉並エリアの事業を精査し、地域のニーズはなにか、期待されている新しい事業はないのかを、地域

や行政ともしっかりと協議し、新規事業への検討をエリアマネージャー会議で取り組んでいく 

３）ボランティアの活動や、近隣の教育機関、障害や児童の各法人との交流など、社会福祉法人が求めら

れている地域公益活動を、感染対策をしっかりと実施したうえで前向きに取り組んでいく 

４）共生社会・ノーマライゼーションを一歩進め、『障害者や若年性認知症の方、などが、社会の中で活

躍できる環境を作る』『同年代の子どもたちと同じ環境で過ごす』、『超短時間就労を含む中間的就

労、就労につながる前の居場所提供』など、各事業所でインクルージョンを推進する取り組みを各エ

リアで一つでもなにかできることを検討し実施する。 

 

５． サービスの質の向上・選ばれる事業所に 

 

１）接遇・マナーの向上・身体拘束の適正化などは大切な継続課題として法令順守の徹底と倫理意識の向

上に取り組み、不適切なケアになっていないか、すべての事業所で検証し取り組んでいく。加えて、

感染症や事故防止対策についても、これまで通り徹底し安心してご利用いただける事業所を目指す。 

２）業務内容や勤務体制の検討を行い、必要な福祉機器や備品の導入をしっかり検討して導入することな

どで、職員の負担の軽減を図る。 

３）各部署や他施設との交流体験研修を引き続き実施し、仲間の事業所・仕事を知り、理解し、協力

体制を強化していく。また、その中から、自分の職場の改善につながるヒントをつかむ。 
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部       門 計  画  立  案  者 

管 理 部 門  清 水 浩 二 

 

＜ 目   標 ＞ 

令和８年度は、「生産性向上」が全体の目標となっている。「管理部門」においても重要な目標と 

して掲げており、昨年度から開催している「生産性向上委員会（事務会議）」において、管理部門と 

しての業務の進捗状況や、課題、問題点を話し合い、少しずつでも着実に業務改善を図っていく為の 

体制づくりを行っていく。また、職員個人においても、キャリアパス制度の個別目標に「生産性向上」

を掲げ、個人の業務における業務効率化と省力化に向けたて働き方を実現し、全体の「生産性向上」に

寄与できるよう取り組んでいく。 
実際、会計処理や給与計算の実務においては、システムを導入しているものの、今だに多くの労力 

と時間を費やし、人力による作業を行っている。結果として、ヒューマンエラーを招く可能性もある 
ことから、特に「会計経理」、「勤怠」等のシステムの見直しについては継続的に実施していく。 

施設設備については、老朽化が進んでいることから修繕やリプレイスが必要な個所が増えている為、

補助金の活用も含めて改善に向けた取り組みを行い、事業継続が出来るよう対応していきたい。 

 最後に、既に生成AIの導入を一部で開始しているが、今年度も ChatGpt、Gemini、Copilot 等の 

活用を進め、従来の業務の進め方に固執せず、新たな領域を広げながら、業務の効率化に向けて 

チャレンジしていく。 

 

 ＜ 課 題 と実 施 計 画 ＞ 
 

１．「生産性向上委員会（事務会議）の開催と業務体制の見直し」について 

① 昨年度から開催している「生産性向上委員会（事務会議）」を今年度も毎月実施する。 

② 財務管理、請求管理、勤怠管理、庶務文書管理等の業務分担を見直す。 

③ 勤怠及び勤務表管理システムの見直しを行い、管理業務の効率化に向けて取り組む。 

④ 業務効率化に即した「経理規程」、「定款細則」、「役員報酬規程」等の改定を行う。 
 

２．「キャリアパス制度に伴う職員の資質向上の取り組み」について 

   ① キャリアパス制度に基づく目標管理制度を活用し、各自の目標が達成できる体制を作る。 

   ② 各自が目標とする研修の参加し、業務スキルのアップが実現できる様に取り組む。 

③ 各自の業務において「生産性向上」が図れるよう、日常の業務の点検を行う。 
 

３．「財務管理体制の見直しと強化に向けた取り組み」について 

   ① 各サービス区分の月次収支状況と予算執行状況を定期的に確認し、財政的な課題を分析する。 

② 事業所、サービス区分の責任者と情報を共有し、経営意識の向上に働き掛ける。 

③ 法人財務管理として、千葉事業所の財務体制を確認し、事業の整備についても検討する。 
 

 ４. 「施設環境整備に向けた取り組み」について 

① 各拠点のパソコンネットワーク環境（HUB、ターミナル、無線 LAN）等の整備を行う。 

② 防災委員会と連携し、防災備品、非常食等の整備を行う。 

③ ルーク１７、ルーク１４を活用してフロアー清掃の効率化と外部拠点の定期清掃を実施する。 

④ シャローム東久留米 大規模修繕に向けた協議を東京都施設整備課と協議する。 
 

 ５．「電子申請化と生成ＡＩ等（人口知能システム）の導入」について 

① ChatGpt 等の活用に向けて研修会等に参加し実務に活用できるようにする。 

② ケアプラン連携システムを導入し、他事業所との情報共有ができる環境を整備する。 

③ 物価高騰支援補助金、処遇改善補助金、生産性向上支援補助金等の電子申請を行う。 
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部         門 計  画  立  案  者 

チャプレン 眞田 治 

     
＜ 目   標 ＞ 
 

法人の基本理念「いのちを敬い、いのちを愛し、いのちに仕えることによって神の愛の実現に奉仕する」

を踏まえ、職員の働きによって利用者やご家族の皆さま、地域の方々に対して提供される潤いや安らぎが

増幅するよう、コミュニケーションの中で支援していく。 

当法人に携わるすべての方々の希望的な将来のために、今できることを現実的かつ前向きに配慮・調整

することも、当職に求められていると感じている。 

   

＜ 課   題 ＞ 
 

１．利用者や職員の心のケアのため、日頃からの対話や傾聴を継続する。 

２. 当施設の特徴の一つである看取りケアをより一層質の高いものとしていくための協力をする。 

３. 人材開発室と協働し、外国人職員の学習支援・生活支援を行う。 

  ４. 地域貢献のため、当法人と周辺諸団体との「つなぎ」の役割を果たす。 

５． 法人の働きなど、必要に応じた支援をする。 

  

＜ 実 施 計 画 ＞ 
 

１．心のケア 

１）利用者との日常的な対話や傾聴をするため、おもに特養の各居室への訪室を増やしていく。 

２）利用者ケアのための「心の糧」や、職員による礼拝やベスパー（夕礼拝）等を定期的に実施する。 

３）希望する利用者や職員と、共に祈り、共に聖書を読む機会を持つ。 

４）職員のメンタルヘルス対策について、包括的または個々の状況に沿って検討していく。 

５）当法人の行動指針で謳われている趣旨を実践するため、各部署の職員と連携する。 

２．看取りの支援 

１）各部署の職員と連携し、看取りの利用者とその家族に寄り添い、安らかな最期をむかえる備えの

手伝いをする。（「エンドオブライフ・ケア援助者養成基礎講座」を受講予定（７月）） 

   ２）お別れ会を希望される場合、各部署および葬儀社と連携した開催と、家族への支援を行う。 

   ３）偲ぶ会（例年３月に実施）など追悼の機会でのサポートを行う。 

３．ＥＰＡ対応 

   １）ＥＰＡ介護福祉士候補者を始めとする外国人職員との対話を心がけ、学習・就業の進展や生活の

安定を支援する。 

４．地域貢献 

   １）近隣の他の社会福祉法人や教育機関など、諸団体との交流を促進する。 

   ２）東久留米および杉並のキリスト教各派による防災ネットワークを活用し、交流を深める。 

 ５．法人の働き 

    １）理事長・施設長・事務長を始め、各職長から依頼された業務を進める。 

   ２）東久留米および杉並の各事業所で、利用者や職員の必要に沿って連携を深める。 
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部        門 計  画  立  案  者 

シャローム東久留米  マネージャー 三島 久美子 

＜ 目   標 ＞  

利用者の立場を尊重し適切な介護サービス提供に努める 

年を重ねても人生の生きがいや満足度を持ち続け QOL を損なわないよう支援する 

家族、地域との交流を促進し温かみのある「生活の場」を維持していく 

介護職員が喀痰吸引等安全に行うための実施体制整備に努める 

生産性向上の観点から、業務内容の見直しや、環境整備等を進め働きやすい職場づくりを目指す。 

＜ 課   題 ＞ 

1．サービスの充実 

2．健康管理 

3．職員の意識向上 

＜ 実 施 計 画 ＞ 

1． ご利用者おひとりおひとりの要望をケアプランに基づきサービスを継続的に提供する 

 余暇活動の充実 

四季折々の行事にひとりでも多くのご利用者が参加出来るような計画を立てる 

生活の質の向上を図るため、クラブ活動への参加、生活リハビリを充実させる 

ご利用者が快適に過ごせるように環境美化に配慮し可能な限り自立して生活が営むことができる 

ように環境整備に努める 

感染が長期化した際 2階には簡易的な浴室しかないためゆっくりと入浴が出来ない状態のため 

感染が発症した時でも 2階で安心して入れる浴槽に改修を進める 

ITC 機器の導入により人材不足による職員の業務軽減、離職防止定着に努める 

2． 健康管理の徹底 

職員の感染症予防、緊急時の対応、喀痰吸引研修の実施を行い医療ニーズの知識を高め各職種と 

連携し多面的にサポートしていく。疾患の早期発見予防健康管理に努める 

事故防止について車椅子操作やご利用者の身体状況を把握し転倒事故を未然に防ぎ定期的にアセス

メントをおこなう 

危険予知知識を高め安全で安心できる環境に整える 

3． 介護技術と知識向上 

ｅランニングを活用し法定研修を漏れなく実施し、施設外研修にも積極的に参加しケアに反映させて

いくようにするとともに、集合型研修も定期的に開催し職員の意見交換の場を設け自己研鑽に努める 

外国人人材育成を強化する 

シャロームでは現在インドネシア、ミャンマー、ネパール、中国、インド等、多種多様の外国人が働

いている。チューターを中心にどの国であろうと一定の介護技術を身に着け日本人と変わらない対応

が出来るように育成していく 

高齢者の QOL を損なわないためにも人との関わりを大切にし、利用者からも選ばれる人材になって 

もらう 

認知症ケアの推進 

業務を遂行する上で認知症になってもその人らしい生活が営み続けられるようにチームアプ

ローチに参画する一員として基本的なサービス提供を行うことができるようにする 
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部        門 計  画  立  案  者 

シャローム東久留米  介護係 保谷 邦彦 

＜ 目   標 ＞  

「ご利用者がその人らしく心豊かに生活出来るように支援し、自分の親にして欲しい介護サービスを提供す

る」 自己決定を主体とした人権とプライバシーを尊重し、おひとりおひとりの心に笑顔で寄り添い、その人 

らしさを大切にする。 

ご利用者目線に立って日々の観察を行い些細な変化に気付き心穏やかにすごせるように支援していく。 

他部署との連携を強化し、多種多様なニーズにも応えられるよう準備をする。 

虐待防止委員会を設置し、不適切ケアのモニタリングを行い権利擁護意識を高める。 

医療ニーズにも柔軟に対応出来るように研修を進めていく。 

生産性向上に取り組み、働きやすい職場づくりを進める。 

 

＜ 課   題 ＞ 

1．業務改善 

2．人材確保と育成 

3.サービスの質の向上 

 

＜ 実 施 計 画 ＞ 

１．業務改善 

【食事】 

ご利用者の嗜好を把握して食に対する喜びを感じられる工夫をする。 

①誕生会ではご利用者の希望する食事を提供する。 

②歯科医、歯科衛生士、言語聴覚士との連携を図り美味しく食べられるよう嚥下状態や食事摂取の観察を 

 行い適切な食事介助を行う。 

③口腔、嚥下体操の実施。 

④口腔内を清潔に保つ口腔ケアを行い誤嚥性肺炎の予防に努める。 

【排泄】 

①アドバイザーからの助言をもらい適切な排泄ケアの実施スキントラブルを無くす。 

②排泄委員会を中心に個別性を重視しその方に合った排泄ケアを実施する。 

③感染拡大防止に努めゴミ削減にも着手していく。 

【入浴】 

①入浴委員会を中心にご利用者の状況、希望に添った入浴方法を検討する。 

②羞恥心に配慮しリラックス出来る入浴を提供する。 

 さくらの湯、向日葵風呂、紅葉湯、柚子湯等季節に合った楽しめる入浴を行う。 

③快適な入浴が出来るように環境整備を行う（2 階浴室の改修を進める）。 

【業務】 

①パソコンによる決裁や書式の統一等を検討し、文書の簡素化、標準化、ＩＣＴ化を推進し事務作業を軽減する 

②ミーティング等で職場内の情報を共有。コミュニケーションを活性化し風通しの良い職場風土を形成する。 

 個々の気づきを大切にしてケアの改善を日常的に行えるようにする。 

③生活歴アセスメントシートを作成し個々の関わりが充実するように活用させる。 
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２．育成・人材確保 

①施設内研修ではｅランニングを活用し情報公開に必要な研修を実施する。 

②中核となる人材の育成 自己流になっていないか等ミーティング内で振り返り、統一したケアを目指す。 

③リーダーシップが取れる人材育成を強化する。 

④積極的に養成校の実習生を受け入れ、ここで働きたいと思えるように育成する。 

⑤チューター委員会を設立しチューター委員中心に介護人材を育成していく。 

 

３．接遇マナーの向上 

①ご利用者の立場になって考えると共に普段自身の働き方や言動、ご利用者を取り巻く環境を振り返り、 

 適切なケアが行われているのか問題点を探っていく。 

②職員のストレス軽減の為定期的な面接を行い目標設定の達成状況を確認していく。 

 

４．サービスの質の向上 

①医療体制の強化 

重度化が進む中、医療ニーズの高いご利用者でも最期までシャロームで過ごせるように準備をする。 

胃瘻造設になった方を受け入れられるよう不特定多数の喀痰吸引の研修受講を進める。 

②夜間体制 

24 時間ドクターメイトを活用することで夜間の突発的な対応も速やかに解消させる。 

深夜のシフトを常勤職員で賄えるよう適切な人員配置を行い緊急時の体制を整える。 

③パブリックスペースの整備とプログラムの見直し 

 快適に過ごせる環境整備を進める。 

 車椅子、ベッドの整備を計画的に進める。 

 備蓄品の管理を行う。 

④生活リハビリ 

 日々の生活の中での動作に工夫を施し、身体機能の維持向上に繋がるように努める。 

 

5.生産性向上・働き方改革の推進（積極的な有給休暇の取得、年 10 日以上） 

 趣味や自己啓発に掛かる個人の時間を大切にしてライフワークバランスの実現を目指す。 

 超過勤務時間の削減を目指す。 

 記録に掛かる時間を工夫して残業時間を減らす。 

1 階 重度フロア 

平穏な日々の生活と共に多くのご利用者が楽しめるようなフロア行事を計画し実践する。 

四季を感じられる外出援助を行いご利用者に喜んで頂く。 

2 階 中重度フロア 

ご利用者の残存機能を活かしその人らしい生活が送れるように支援していく。 

慣れ親しんだ習慣を大切にして明るく元気な日常生活が送れるように支援していく。 

家庭菜園や料理、裁縫、思い出の場所への外出等積極的に計画する。 

3 階 認知症フロア 

専門知識を磨き、ご利用者が望む支援とは何か、虐待に当たるかもと思いつつせざるを得ない状況が 

無いようご利用者の立場になって考えお互いに律し合える環境作りをする。 
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《年間行事予定表》 

1 月 初詣  誕生会 

2 月 節分・バレンタイン企画 雪見風呂 誕生会 

3 月 雛祭り・花見  誕生会 

4 月 新緑ドライブ  誕生会 

5 月 端午の節句 菖蒲湯 誕生会 

6 月 菖蒲祭り  誕生会 

7 月 七夕 向日葵風呂 誕生会 

8 月 納涼祭  誕生会 

9 月 敬老会  誕生会 

10 月 秋刀魚祭り 菊花祭り 紅葉風呂 誕生会 

11 月 シャローム祭  誕生会 

12 月 クリスマス会・餅つき 柚子湯 誕生会 

 
 

《日課表》 

6：00 起床 

7：40 朝食 

9：30 入浴 

11：00 リハビリ体操 

11：40 昼食 

14：00 おやつ 

14：15 入浴 趣味活動 

16：00 午後の体操レクリエーション 

17：30 夕食 

20：00 就寝 

21：00 消灯 
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部         門 計 画 立 案 責 任 者 

シャローム東久留米 相談係 原川 昌也 

＜ 目   標 ＞ 

昨今、食費や水道光熱費など物価全般が上昇しているなか事業所として厳しい運営状況にある。令和 8

年度は臨時で介護報酬の改定があるが、今後安定した事業所運営を行っていくため加算の算定や食費、趣

味活動費などの料金設定の見直しを検討していく。特養、ショートともに地域のニーズに合わせた受け入

れ体制の構築を目指すとともに相談係として現在行っている業務の中でどの業務にどの程度時間を費や

しているか整理をし、少しでも効率よく業務が行えるよう検討していきたい。 

相談係は、特養、ショートステイ、ボランティアの橋渡し的な存在であるだけでなく、地域の中にある

施設として地域にえらばれる事業所であるための中核とならなければならない。そのため、より質の高い

サービスが提供できるよう特養内外の各部署と連携し、ご利用者、ご家族、ボランティア、実習生、地域

住民などへの支援を行っていく。 

＜ 課   題 ＞ 

１．安定した事業所運営        ２．円滑なサービス利用の支援 

３．地域・関係機関との連携      ４．人材育成・職員のスキルアップ 

５．生産性向上の取り組み 

 ＜実 施 計 画＞ 

１.安定した事業所運営 

1）高齢者虐待防止、身体拘束の適正化など法令に基づいた事業運営のための点検、見直しを各部

署と連携をとりながら行っていく。 

2）特養、ショートステイあわせて 96.5％以上の稼働状況を目指す。また、物価の状況に応じ、食

費や趣味活動費などの見直しを検討していく。 

２.円滑なサービス利用の支援 

1）入所者・退所者への支援、待機者調査の継続、入退所判定委員会の迅速な随時開催、施設申し

込み者への相談、また、入退院時の相談や連絡など、看取りケアの支援、ご逝去された方の対応

や退所の手続きの支援を進める。また、現在の入所待機者の状況を分析し、少しでも多くの待機

者を迎えられるよう入所条件を見直し、受け入れられる体制を構築していく。 

2）ご利用者、ご家族にとって安心して利用できるよう、定期的な担当者会議などでの情報提供、

また、看取りの意思確認、入退院等の対応を支援し、施設で最期を迎えられるまでの支援をチャ

プレン・関係各部署と一致団結して協力し実施していく。 

3）各部署と連携をし、特養の空きベッド利用体制を構築して、今までより一層地域のニーズに応

えられ、地域に選ばれるショートステイをつくっていく。 

また、在宅部門と連携をとり、ご家族で介護負担や介護疲れがある場合、早期に担当ケアマネと

も連携をとり、レスパイト機能として活用して頂き、在宅で生活を続けていくための支援を行っ

ていくとともに緊急ショートのマニュアルを作成するなど体制を整備していく。 

4）ご利用者とご家族の外出や外泊など感染対策を講じながら対応が出来るよう体制を整備していく。 

３.地域・関係機関との連携 

社協・学校・保育園など地域との繋がりを保ち続けられるよう安心してボランティアを受け入れる

体制をボランティアコーディネーター中心とし、各部署と連携をして整備していく。 

４.人材育成・職員のスキルアップ 

社会福祉士資格取得の実習生を積極的に受け入れ、より実践的で幅広い実習が学べるよう実習のプ

ログラムの充実を図り、次世代のソーシャルワーカーの人材育成を行っていく。接遇、マナーの向

上に取り組み、ご利用者、ご家族、地域の窓口として専門的な対応を心掛ける。また、法人外の外

部研修に積極的に参加をし、ソーシャルワークやケアマネジメント能力の向上に努めていく。 

５.生産性向上の取り組み 

相談係内の業務を振り返り、何の業務にどの程度時間を要しているかなど確認をし、１年間を通し

て個々が少しでも効率良く業務が行えるよう検討していく。 
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部      門 計  画  立  案  者 

シャローム東久留米 看護係 大 西  潔  

＜ 目   標 ＞ 

高齢者の集団生活の場において、利用者が健康で安心して生活できるよう医療面からサポートする。また高

齢者社会の中で医療依存度の高い高齢者も増加傾向となりに施設においてもその受け入れが求められてきて

いる。施設の現状と課題を認識し、受け入れの拡大に向けて検討していく。生産性向上に取り組み、業務内容

や、勤務体制についても改善を進めていく。 

      

＜ 課   題 ＞ 

１．健康管理と保健衛生の強化 

２．緊急時体制の充実と人材育成及び人材確保 

３．感染症管理体制と予防対策強化、感染症対策教育・感染症マニュアルの見直しと充実 

４．看取りケアの充実 

５．関連部門との連携と接遇 

 

＜ 実 施 計 画 ＞ 

１．健康管理と保健衛生の強化 

 1）利用者一人一人の状態を正しくアセスメントし、個々に合わせた支援方法を工夫し健康管理を行う。 

特に慢性疾患の多い高齢者特有の病態の把握に努める。 

2）嘱託医による定期診察の充実を図る。医師との連携を強化し、病状の早期発見、早期対応に努める。 

3）定期健康診断・予防接種を行い早期対応や指導に努め、健康管理を行う。 

4）快食・快眠・快便・快感の生活の維持を図る。 

5）機能訓練指導員を中心に ADL の向上と維持に努め、QOL のアップを支援する。 

２．緊急時体制の充実と人材育成及び人材確保 

 1）協力病院との連携や家族との連携を密にし、利用者の医療的ニーズに適切に対応する。また、病状に 

よって受診病院も的確な選定をしていく。 

2）選ばれる事業所(看護係)となるため、外部研修への積極的な参加、施設内での研修や勉強会を随時開催

し、スタッフ全体のスキルアップを図り、さらなる正しい知識・技術の習得を指導していく。 

3）医師の指示書の継続により臨時の服薬や処置の根拠を明確にし、オンコールにも活用して行く。 

4）救命救急の研修の計画や救急物品の整備をし、ＡＥＤの使用も含め救急対応ができるよう指導する。 

5）ナースコールや施設用携帯の整備を充実してもらい、迅速に情報伝達や対応ができるようにしていく。 

6）経管・痰吸引講習を介護職員に行い、経管や吸引を行えるようにする。 

7）高齢者看護について研鑽に励み知識や技術の向上に努め、信頼や安心感を与えられるように成長する。 

8）法令順守に基づき、人権や身体拘束についてしっかりと学び、施設看護に反映していく。 

 

３．感染症管理体制の継続と予防の強化 

 1)「発生させない・広げない・もらわない」の三原則を掲げ、スタンダードプリコーション(標準予防策)の

周知と衛生管理を徹底する。 

 2）施設内、地域、国内、世界レベルにおける感染症の情報収集し動向を見極め、危機管理体制を強化する。 

 3）職員への健康管理指導教育を行い、感染時のバックアップ体制の確立を図る。 

- 14 -



 4）環境の整備(２階の浴室と脱衣所の整備と稼働)・衛生管理（温度、湿度、換気、清掃等）指導を行う。 

 5）感染症対策マニュアルの周知徹底を行い、対応についても、在宅の事業所と混在になるため、個室隔離

からゾーン隔離、フロア隔離等、具体的な対応策を計画する。 

6）感染症対策委員会は感染症情報をもとに、シーズン中は随時感染症対策委員会を開き迅速に対応する。 

 7）感染症対応についての研修教育を全職員(パートも含む)受けて頂き、正しい知識・技術を身に着け 

対応レベルの格差がないようにしていく。 

 8）感染症対策物品の情報を収集し、発生時にすぐに対応できるよう整備補充を行う。 

 9）増加している薬剤耐性菌保菌者の対応についても徹底して、施設内感染拡大を防ぐ。 

４．看取りケアの充実 

 1）日常のケアから看取りや終末期の事を意識しながらケアにあたる。看取り開始になっても普段から生活

していた場所でその人らしく過ごせるよう、常に尊厳を重視しできるだけ苦痛のない穏やかな生活を送

れるようなケアを追究する。 

 2）高齢者終末期の様相は多様化して来ており、ご利用者・ご家族の意向を反映し、それぞれの宗教観を大   

切にした看取りケアをおこなう。そのために平穏時から情報を収集し、状態の変化によってご家族、医師 

関連部門、協力病院との細かな連携を図る。 

 3）利用者本人や家族の満足度は亡くなった場所ではなく、援助プロセスのあり方にあると考えるため、 

細やかで丁寧なコミュニケーションを取ることを心がけていく。 

 4）看取りについての概念を周知徹底する為、「施設での看取りケア」について職員研修を企画する。 

 5）スピリチュアルペインにも心を配り、看護師として信頼されそばにいてほしいと思われる存在になれる

よう、施設看護師としてできうるスピリチュアルケアに取り組む。 

 6）看取りケアの後の振り返りや家族へのアンケートを実施し、そこで出た意見を集約し更によい看取りケ

アを行えるよう取り組んでいく。 

５．関連部門との連携と接遇 

 1）特養関連部門での連携強化・情報の共有をする。事故などの問題に対しては特養会議を開き、リスクマ

ネジメントに取り組む。また、サービスの質の向上を図るため、常に尊厳を持った接遇を心がけ、業務

改善についても提案していく。 

 2)「看護職員と介護職員の連携による医療的ケアの実施」の継続のため、随時教育研修を行う。 

 3)「働きやすい職場宣言」に沿った看護を目指すため、「医療情報のデータ整理」「情報の共有」「業務の合

理化」をすすめ、施設看護師としての仕事を研究発表や各種取材にも対応し、内外にアピールしていく。 

 4）褥瘡ゼロを目指す。早期発見早期対応を心がけ、重症化を防ぐ。研修等に積極的に参加し、最新の治療

法や予防策を学び、スキルアップを図る。 

5）認知症看護については、ユマニチュードなど専門的な分野も含め積極的に学ぶ。 

 6）リハビリは、機能訓練指導員を中心に看護・介護と連携を密にして、生活リハビリの充実を図る。 

 7）専門職として、また、プロ意識にこだわり、エビデンスにもとづいたチームケアを実施して行く。 

 8）インシデント・アクシデントの捉え方や、マニュアルについても各課協力して見直し検討して行く。 

 9）特養だけでなく他部署にも気を配り、情報の交換や協力交流を深め各部署のスキルアップにも協力する。 

 10）看護学生や各種の実習生については、将来の看護や介護の人材輩出に協力していく。 

 11）夜間オンコールのドクターメイトからの情報をうけ日勤帯での迅速な対応を検討していく。 
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部        門 計  画  立  案  者 

シャローム東久留米 栄養係 福 田  弥 玖 

 

＜ 目   標 ＞ 

引き続き食材費の高騰が続いている。委託給食会社と連携し、安定した食事サービスの提供を行う。

栄養ケアについては、ご利用者個人の咀嚼・嚥下状態に合わせた食形態、低栄養状態の回避・改善、嗜

好の把握を行い、健康な生活を支援する。また多職種と連携し、栄養ケアの充実を図る。厨房内におい

ては、食中毒予防、厨房内の環境整備を重点に行っていく。 

 

＜ 課   題 ＞ 

１．安定した食事サービスの提供 

２．利用者個人に合わせた栄養ケア 

３．食中毒予防、厨房内の環境保持・改善 

 ４．同法人内での食に関するイベント協力と地域福祉活動 

 

＜ 実 施 計 画 ＞ 

１．安定した食事サービスの提供 

① 食材費の高騰が続いているが献立内容の質を落とさずに提供できるよう努める。またご利用者 

の嗜好や季節感を加えた利用者満足度の高い献立作成を委託給食会社に行ってもらうため、情 

報の共有や連携を図る。 

② 日々安定した食事の提供・配膳時間の厳守の為、委託給食会社には契約に沿った調理員の配置 

を実施してもらう。 

③ 喫食者、介護現場からの意見や要望は、給食委員会において議題として取り上げ、素早く誠意

をもって対応し、食事の質の向上に努める。 

④ 委託給食会社の調理員含め、接遇・マナーの向上に取り組む。 

⑤ 選択食の内容を見直し、マンネリ化しないようにする。 

⑥ 知識の習得や提供の工夫を行い、サービスの向上に努める。 

⑦ 適宜、作業工程の見直しを行い、適時適温提供に努める。また、必要に応じ厨房機器の修理や

食器の補充を行う。 

⑧ <年間行事食予定> （変更する場合もあり。） 

４月  お花見弁当 

５月  開設記念日、端午の節句 

７月  七夕、土用の丑の日 

９月  重陽の節句、敬老の日、十五夜 

１０月  ハロウィン 

１２月  冬至、クリスマス、年越しそば 

１月  お正月、七草がゆ 

２月  節分、バレンタイン 

３月  ひな祭り 

その他、生果物の提供・選択食・おやつバイキング・お寿司・お刺身・マグロ解体ショー（冬季
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限定）など定期的に企画していく。 

※給食業務委託会社と綿密に相談、実施する。 

  ⑨ 利用者参加型のおやつレクを企画・実施する。 

  ⑩ 災害時用の非常食を 3日分保管し、適宜入れ替えや補充を行う。 

 

２．ご利用者個人に合わせた栄養ケア 

① ご利用者個人の低栄養状態の予防、改善をきめ細かく行う為に、給与栄養目標量を主食別、副

食の形態別に設定し提供する。療養食についても食事基準を設け提供する。 

② 主食（米飯・軟飯・全粥・ミキサー粥・ソフト粥）、副食（普通・一口大・きざみ・ミキサー）

の形態を設け、ご利用者個人の咀嚼・嚥下能力に合わせた食形態の提供を行う。 

③ 毎月の体重や喫食量を把握し、ご利用者の状態把握に努め、適宜提供栄養量の検討を行う。 

④ ご利用者の状態に合わせ栄養補助食品を提供する。（褥瘡発生者にはたんぱく強化の為プロテ

イン粉末やたんぱく質強化ゼリーの付加、食事量が摂れない方には高カロリーゼリー付加等） 

⑤ ご利用者の身体の状況により、食事開始時間の選択ができる。衛生上の問題も勘案し、原則と 

して食事提供時間以降２時間以内とする。また、事前に連絡のある時は食事提供時間以前３０

分以内とする。突発的な健康上の問題のある方には、その時々において各部署と連携を図りな

がら､適切な食事の提供に努める。 

⑥ 高齢者特有の咀嚼嚥下能力の低下、ターミナル時の食事について柔軟に対応する。 

⑦ 研修会等に積極的に参加し、最新の情報や知識を学びスキルアップを図る。 

 

３．食中毒予防、厨房内の環境保持・改善 

① 食品衛生管理に則った調理・配膳を行い、感染症・食中毒予防、異物混入予防に努める。 

② 委託職員含め体調管理を行い、食中毒発生の起因とならない様にする。 

③ 衛生保持のために必要な工事や、老朽化し能力の落ちた設備機器の交換・修理・什器の補充を

行う。必要な器具、備品、機器類の点検、整備、交換を予算に組み込み定期的・計画的に行う。 

 

４．同法人内での食に関するイベント協力と地域福祉活動 

① 法人内での食に関わる行事や、衛生講習会の実施に協力する。 

② 施設が行う地域貢献活動に微力ではあるが管理栄養士として取り組んでいく。 

 

 ５．生産性向上の取り組み 

資料作成や業務の流れについて見直しを行い、改善できる部分は積極的に行っていく。給食業務に

おいても、煩雑化している点について食事の質やサービスを維持しながら改善できるよう委託給食会社

と連携し行っていく。 
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部       門 計  画  立  案  者 

シャローム南 沢  デイサービスセンター 一 木  誠 

＜目標＞ 
 令和８年度は、令和９年度の介護保険法改正・報酬改定を控えた準備期間となる。改定に向けた様々な情報

を入手し、事業所の方向性を決めていきたい。さらに在宅サービス全体の改定についても把握し、連携に努め

ていく。生産性向上については、現場の課題に対して、ミーティング等でその都度検討をしてきた。ＩＣＴの

活用で解決できることについては、導入を進めてきたが、スキルに個人差があるため、勉強会等を通じて操作

方法の安定化を図っていく。さらにテクノロジーの進化が早いため、情報入手に努めていく。事業運営のため

には、職員体制の安定が不可欠である。わかりやすいマニュアルを使用することで、職員の定着を目指してい

きたい。地域とのつながりにおいては、ボランティアさんの受け入れを積極的に行い、プログラム活動を通じ

て、交流の機会を持ちたい。また昨年度から、障がい者施設の就労継続支援の受け入れで、浴室周辺の掃除を

お願いしている。交流と共に、活躍の場として引き続き受け入れをしていきたい。 
 
＜課題＞ 

１．生産性向上の取り組み 

２．マニュアルのリニューアル 

３．感染症や災害への対応力向上 

４．地域との連携 

 

＜実施計画＞ 

１．生産性向上の取り組み 

①紙の書類のやり取りが、対外的（ＦＡＸや郵送）にも対内的（紙の書類）にも、発生している。日々

の利用者記録はデータで保存しているため、その他の書類は、紙で保存するより、データで保存を進

めていきたい。DocuWorks®の活用を進め、書類のデータ化や、パソコン上で簡単に加工できるように

する。 

②ケアプランデータ連携の登録は済んだため、各居宅介護支援事業所と書類や実績のやり取りをスムー

ズに行えるようにする。その際、実績以外はＰＤＦの書類が届くため、DocuWorks®の取り扱いに慣れ

ておく。 

 ③毎日の送迎ルートの作成に、多くの時間を費やしている。また作成業務は属人化しているため、簡単にか

つ誰でも作成できるように、送迎計画作成支援システムの導入を進める。 

 ④各種デジタルツールの導入に伴い、職員によっては理解度の差が出てくることが想定される。内部で伝達

研修等を実施する。 

 ④個別機能訓練加算を加算し２年目に入る。機能訓練指導員が、介護職員や事務作業等を兼務しているため、

機能訓練対象者を増やしていくことが難しい状況になっている。事務作業については、システムで対応で

きることについては、導入を検討していく。 

 

２．マニュアルのリニューアル 

①現行の業務マニュアルは、担当勤務の１日の流れの説明となっている。しかし適切な業務を行うため

には各介護業務において、各利用者にどのような対応が必要であるのか、の説明が必要であり、異動

や新入職員に対して、マニュアルだけでは不十分である。 

②マニュアル作成において、作成のための時間がほとんど取れない勤務状況である。作成のためには、

ＩＣＴの活用が不可欠である。ミーティングにおいては、会議録をＡＩで要約をしている。日頃の職

員間のやり取りを音声データとして活用し、マニュアル作成に生かすことができるのかを検討してい

く。 
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３．感染症や災害への対応力向上 

①災害時に、利用者対応のみならず、福祉避難所としての機能を持つため、備蓄品の準備を進める必要があ

る。電気の確保は施設全体として整ったが、食料品等の整備がより必要となっている。整備を進めていき

たい。 

②利用者の感染症の拡大を防ぐとともに、事業が適切に行うことができるように、職員の感染症予防に努め

る。 

 

４．地域との連携 

①プログラム活動において、様々なボランティアの方々にご協力をいただいている。ただしボランティアの

方々の高齢化に伴い、長くご協力いただいた方が活動を続けられなくなってしまうこともある。新しいボ

ランティアの募集では、ボランティアコーディネーターの協力をもらいながら、デイサービスのご利用者

が社会的な交流を持つことができるとともに、ボランティアの方々が活躍できる場所にしていく。 

②４階会議室を地域住民に開放し、自主体操グループや、脳トレ等のグループが利用できるようにする。 

市内障がい者施設（広域地域ケアセンター バオバブ、社会福祉法人 すぎのこ）の就労継続支援の受け入

れを続け、送迎車の清掃等の業務をお願いしていく。昨年度からは、浴室の掃除業務をお願いすることに

なった。障がい者施設の方と相談をしながら、広く、長く活動できるようにしていく。 
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部         門 計  画  立  案  者 

シャローム南沢 ホームヘルパー 宮下 賢二 

＜ 目  標 ＞ 
 
  前年度に導入した介護記録ソフトとケアプランデータ連携、紙文書や電子文書を一元管理・編集できる

文書管理ソフトを使用することにより、更なるペーパーレス化と業務の効率化を図る。法令遵守の徹底と定

期的なアセスメントやモニタリングをおこない、必要時は介護計画の見直しをおこない的確な訪問介護サー

ビスを提供していく。前年どおりサービス提供責任者（サ責）の稼働率を保ち、稼働時間に対しての利

益率を上げていく。人材の確保のため、無資格で市の研修等の修了者に対して、都の事業を活用し資格

取得の支援をおこない採用につなげていく。多職種間の情報共有の効率化を図るため、市独自の ICT ツ

ールの更なる活用を進めていく。ヘルパー部会など外部主催の研修や勉強会に参加し、サービスの質の

向上と多職種との連携を図り、地域で選ばれる事業所を目指す。 

＜ 課   題 ＞ 

１. サービスの質の向上              

２. 利用者と職員の安心・安全 

   ３. 法令遵守、生産性の向上・業務の効率化             

４. 他職種とのチームケアの強化 

＜ 実 施 計 画 ＞ 
 

１．サービスの質の向上 

１）接遇・マナーの定期的な勉強会やヒヤリハット事例検討をおこない、ケアの質の向上を目指す。 

   ２）サービス提供責任者、非常勤ヘルパー共に個別研修計画を立て、年間を通し計画的な研修を実施

していく。また、外部講師を招いての勉強会を定期的におこない、サービス提供責任者・ヘルパ

ーの知識や技能の再確認を行うとともに、新しい介護技術や知識の習得をはかる。 

   ３）適切なサービス提供をおこなうために、リアセスメント、介護計画作成、サービス提供、モニタ

リングを行い、ＰＤＣＡサイクルを確実に実施する。 

２．利用者と職員の安心・安全 

   １）継続的に利用者のリアセスメント、モニタリングを定期的に行い、介護計画の見直しやケアマネ

ージャーへの情報提供等に活用する。また、事業所加算Ⅱの算定要件を満たす為、ヘルパーとサ

責間の情報共有スムーズにできるようなシステムを構築する。 

２）感染症拡大による緊急事態や災害時・天候不良時等の対応のマニュアルを定期的に確認し、必要

時は修正を行っていく。BCP やハラスメント対策の研修をおこない訪問時の不安を軽減する。 

３）対応が困難なケース等、利用者の個別性に対応するケースについては、ケース会議や情報の交換・

周知を行う。 

 ３．生産性向上、法令遵守、事業所加算取得の継続 

   １）個別計画や支援経過等の帳票を介護記録ソフトで管理することにより、利用者ファイルの電

子化し、各サ責の情報共有、業務の効率化を図る。 

   ２）虐待防止、BCP、ハラスメント対策の研修を継続的におこなう。事業所加算Ⅱの算定要件を満

たす為、ヘルパーとサ責間の情報共有をスムーズにできるようなシステムを構築する。 

 ４．他職種とのチームケアの強化 

     地域包括支援センターや在宅部門の部署と連携し地域のニーズの把握を行う。ヘルパー部会や多職 

種が集まる研修に積極的に参加し、他事業所と情報交換をおこない各職種との連携を強化していく。 

多職種と情報共有を迅速におこなうためＩＣＴツールを使用した情報共有を続けておこなってく。 
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部      門 計  画  立  案  者 

シャローム南沢 居宅介護支援事業所  沖山 聡 
 
＜ 目   標 ＞ 

対人援助の知識を磨き、法令遵守、倫理性の維持向上が専門職の責務である事を常に意識し、実行して

いく。その中で、公平・中立の立場で利用者の人権や尊厳を守り、利用者・家族が望むその人らしい、自

立した日常生活を実現・継続できるよう他職種を含めた各関係機関との連携を強化すると共に、地域包括

ケアシステムの一翼を担う必要性を自覚し、業務にあたっていく。 

運営面においては安定した事業所運営のために、補助金の有効活用や給付管理数の増加、介護支援専門

員の増員を図り特定事業所加算Ⅱの取得を目指す。更には生産性向上やワークライフバランスを充実させ

ていくために、事業所全体で幅広く ICT を活用する事ができる体制づくりに取り組んでいく。また、感染

症・大規模災害など不測の事態が発生した場合でも事業所運営の継続や早期の再開ができるよう、ICT の

活用を強化する。 

 

＜ 課   題  ＞ 

１. 専門職としての質の向上と法令順守 

２. 安定した事業所運営 

３. 生産性向上への取り組み 

４. 地域包括ケアの取り組みの中で介護支援専門員としての役割 

 

＜実 施 計 画＞ 

１. 専門職としての質の向上と法令順守 

１） 専門的知識及び技術を磨き、ケアマネジメントを通し、その人らしい生活が続けられるよう

支援する専門職として自己研鑽に励み能力水準を向上させる。 

２） 専門職の視点を忘れずに、その人らしい、楽しみのある生活を送る事ができるよう支援する。 

３） 医療・多職種、介護保険外サービスとの連携や必要な知識を習得し、切れ目のない介護や在

宅医療が提供できるよう関わっていく。 

４） 法令に則り居宅介護支援事業所で実施すべき研修や事業を法人在宅部門とも連携しながら

取り組んでいく。 
 

２．安定した事業所運営 

１）  給付管理数の増加・維持を行い、収益の改善を目指す。 

２）  法人内の求人掲載の充実を図る事やハローワークを積極的に活用し外部への情報発信を強化  

ていく。また、介護支援専門員同士の横のつながりを生かし、直接雇用に繋げ特定事業所加 

算Ⅱを取得する。 

３）  各種補助金を有効活用し、事業の充実を図る。 
 

３. 生産性向上への取り組み 

１）  ICT の活用を事業所全体で浸透させ、業務に活用していく。具体的にはＡＩ支援さん、ドキュ 

ワークス、ケアプランデータ連携を各職員が滞りなく活用し、業務の効率化と業務負担の軽

減を図る。 

２）  柔軟な働き方として、各職員のライフスタイルに合わせた働き方により、ワークライフバラン  

スの改善につなげモチベーション・生産性の向上、経営コストの削減を目指す。さらには、大 

規模災害や感染症の蔓延などの不測の事態が発生した場合でも、テレワークの実施により、事 

業の継続・早期再開を目指す。 
  

４. 地域包括ケアの取り組みの中での介護支援専門員としての役割 

１） 地域包括支援センターや他居宅介護支援事業所と協働して地域の課題を把握し、介護支援専門

員としてできることを考え、研修やイベントの企画、実践に関わっていく。 

２） 主任介護支援専門員の活動としては、介護支援専門員への助言や指導、地域課題や特性を見極

めて地域包括ケアシステムを進める実践者としての役割、他法人との勉強会の企画、ケアプラ

ン点検などに取り組んでいく。 
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部       門 計 画 立 案 者 

東久留米市幸町デイサービスセンター 二渡 明美 

＜ 目  標 ＞ 

住み慣れた地域で安心して、自立した日常生活を送れるよう、生活機能の維持・向上を目指せるよう

個々に寄り添った支援をおこなう。社会的孤立の解消や家族の身体的精神的負担の軽減を図っていく。 

《行動指針》 

１．わたしたちは明るく、楽しく仕事をします。 

２．わたしたちはご利用者、家族、地域の皆様と積極的に関わります。 

３．わたしたちは「支える」・「手を添える」・「見守る」介護をします。 

＜ 課   題 ＞ 

① 「やってみたい」を大切にし、寄り添った支援・介護をします 

② 安定した経営を目指します 

③ 質の向上・より良い施設づくりに努めます 

④ 介護の質を高めます 

⑤ 人材確保と人材育成、専門職として質の向上に努めます 

⑥ 地域との協力や連携に努めます 

＜ 実 施 計 画 ＞ 

① 「やってみたい」を大切にし、寄り添った支援・介護をします 

「やってみたい」を大切にし、新たなチャレンジをデイサービスの中で取り組める範囲で支援してい

く。在宅生活が継続できるよう、個別機能訓練での歩行訓練やコツコツ貯筋体操への取り組みを継続す

る。椅子に座ったヨガなど、生活機能の維持・向上できるようなプログラムの提供をおこなう。認知症の

方へ選択する機会を増やし、意思決定ができるような支援をおこなっていく。毎月変わる個別での手作業

や季節のイベントなど企画を継続し提供していく。生きる力・食べる力を育む「食育」を大切にし、昼食

提供のあり方を考えていく。 

② 安定した経営を目指します 

地域に必要な介護サービスを安定的に提供し続けるため、新規利用者の確保や安定した経営に努める。

介護支援専門員と連絡調整、サービス提供時間の変更など柔軟に対応をおこない利用に繋げる取り組み

を継続する。空き状況やデイサービスでの取り組みなどをインターネットなどで情報発信をしていく。入

浴の需要が増え、新規利用者確保に繋げるために入浴の枠の増員の調整を継続していく。 

③ 質の向上・より良い施設づくりに努めます 

生産性向上でデータ連携システムを活用できるように進めていく。ICT ツールのさらなる導入を検討。 

介護技術向上のため、研修など学びの時間を増やし、より良いケアへ繋げていく。接遇・マナーの定期的

な研修、振り返りを行う。ヒヤリハットなど事例検討会を行い、大きな事故にならないようリスクマネジ

メントしていく。環境整備も意識し、整理整頓と清潔感のある気持ちの良い施設となるよう取り組む。 

④ 介護の質を高めます 

チームでケアをすることに意識をし、相談・連絡・報告と基本的なことから意識を高めていく。医療な

どと連携も意識し、積極的に情報共有をおこなう。話し合える環境づくり、お互いにサポート出来る環境

づくりを整備していく。 

⑤ 人材確保と人材育成、専門職として質の向上に努めます 

働きやすい職場づくりとして、短時間の就労形態など家庭環境に配慮し勤務時間の変更など柔軟に対

応していく。マニュアルの見直しや調整をおこなう。資格取得や積極的に外部研修など参加していく。 

⑥ 地域との協力や連携に努めます 

デイサービスとしての地域との繋がりを保ち続けられるように、積極的に地域と関わっていく。地域の

方との関わりを増やせるよう、地域交流の機会を設けられるように努めていく。現在来ているボランティ

アの方も続けていただけるよう、ボランティアコーディネーターとも連携を図っていく。近隣の中学生職

場体験や教育実習の大学生受け入れ調整を継続しおこなう。デイサービスでの活動内容など、地域へ発信

できるよう掲示板などを利用していく。近所の保育園との交流も検討していく。 

東久留米市のシルバー人材センタースタッフの厨房調理・フロア掃除など継続し協力を得ていく。 
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部    門 計 画 立 案 者 

中部地域包括支援センター 山中 章江 

 

＜ 目   標 ＞ 

団塊の世代が 75 歳以上となる令和 7 年以降も、住み慣れた地域で安心して生活できる包括的な支援体制を 

維持・強化するため、3 つの日常生活圏域ごとに設置されている地域包括支援センターを、令和 8 年 10 月に 1 

か所増設し、4 圏域 4 包括となることが決まった。高齢化に対応し、相談窓口の拡充と地域密着型のケア体制 

の構築を図るのが目的ではあるが、増設にあたり新包括への引継ぎについては利用者や地域住民等が不利益を 

被ることのないよう、関係機関との調整を円滑に進める必要がある。 

また、日頃の業務過多に加え、新包括への引継ぎ作業も加わることから、業務を「重要度」「緊急度」で分 

類し、手をつけるべきものを明確にした上で、ICT を積極的に活用しながら職員の負担の軽減に努めたい。 

＜ 実 施 計 画 ＞ 

１．総合相談支援業務 

①10 月に包括が一か所増設され、現在二か所ある窓口が一か所に集約されることから、地域住民が混乱す

ることのないよう、周知活動を徹底する。新包括が増設された後も地域住民が不利益を被ることのない

よう、市役所や新包括と連携を図りながら対応する。 

②行政や医療機関、介護事業所等関係機関との連携を強化し、地域の住民からの相談を幅広く受け付ける。

制度の垣根にとらわれない支援を行い、高齢者の暮らしに関わるあらゆる相談に応じる「ワンストップ

相談窓口」を目指す。 

③緊急性の有無の判断を常に意識し、高齢者、家族、地域住民、関係機関等からの様々な相談を的確に把

握し、迅速かつ適切な支援を行なう。その際にはフォーマル、インフォーマルを問わず様々な社会資源

を活用し、各相談の早期解決を目指す。 

④毎朝のミーティングに加え、月に 2 回（隔週火曜日）のミーティングでケースや地域の情報等の共有を

行なう。困難ケース、虐待ケースについては全職員で情報を共有し、複数名で対応することで相談員の

負担軽減を図る。 

⑤「あんしん生活調査」を実施し、高齢者の心身の状況や家庭環境等の実態を把握することで、地域の隠

れた課題やニーズを発見し、必要に応じて早期に対応する。日々の相談業務やあんしん生活調査、地域

の様々な関係者のネットワークを通じて地域の特性や社会資源等、地域に関する情報を収集し、課題を

抽出する。抽出した課題をもとに第二層協議体会議や地域ケア個別会議等を行い、地域課題の共有化を

図ることで施策等の形成につなげていく。 

  ⑥感染症や非常災害の発生時において、サービスの提供を継続的に実施するための業務継続計画を作成し、

定期的に見直しを行ない、研修を実施する。 
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２．権利擁護業務 

①市や専門機関等と連携を図り、制度の説明や相談に対応するとともに、適切な介護サービス利用や成年

後見制度を活用した支援を行なう。 

②高齢者虐待の通報を受けた際には高齢者虐待マニュアルに基づき迅速に現状の確認と支援方針を協議

し、関係機関と連携しながら支援を行なう。被虐待者の尊厳を守ると同時に養護者に対しても市と連携

を図りながら適切な対応を行う。関係機関だけでなく地域住民に対しても啓発活動を行ない、早期発見・

早期対応に努める。虐待対応進捗管理会議（年 2 回）や虐待事例検討会（年 3 回）を有効に活用し、早

期の虐待解消を目指す。 

③高齢者を虐待等から保護するため、老人福祉法上の措置が必要な場合、市と連携して支援を行なう。ま 

た、措置後の状況把握や家族等への支援を行なう。 

④消費者被害の防止や早期発見ができるよう、市や各包括、CMや民生委員等と情報の共有を図り、被害の

防止に努める。 

⑤高齢者が住み慣れた地域で安心した生活が継続できるように地域包括支援センター、民生委員及びボラ

ンティアを核とした東久留米市みまもりネットワークを構築し、みまもりネットワーク事業を実施・運

営する。 

⑥もしもの時の備えとして、「東久留米市版わたしの覚え書きノート」「私のみまもり情報シート」「救急情

報シート」の活用を地域住民に周知する機会を設け、周知活動に努める。 

３．包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

①高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、医療機関や関係機関等との連携体制を構築

し、ケアマネジャーとの連携を支援する。年に 2 回のケアマネ地区懇談会や事例検討会、勉強会等、情

報交換等を行なう機会を設けることで、ケアマネジャーのネットワークの構築を図る。 

②ケアマネジャーの日常的業務の実施に関し、専門的な見地からの個別指導や相談へ対応する。地域のケ

アマネジャーが抱える困難事例について、具体的な支援方針の検討や助言等を行なう。 

  ③自立支援・重度化防止に資する視点を持って様々な制度や社会資源を活用できるよう、生活支援コーデ 

   ィネーターと情報共有を図りつつ、連携支援を行う。地域のケアマネジャーに対し、自立支援・重度化

防止に資する個別会議（年 6 回）への参加や事例提出を呼び掛けることで、自立支援の視点でケアプラ

ンを作成し、利用者に働きかけることができるようにする。 

４．介護予防ケアマネジメント業務 

①新規相談者や地域住民に対して基本チェックリストを実施する。その結果をふまえ、一般介護予防事業、 

支援強化型、地域活動（自主グループ等）等につないでいく。 

②支援強化型を利用する方には卒業後の生活がイメージできるように支援し、「卒業」に繋げる。卒業後も 

介護予防が継続できるように通いの場等を提案していく。 

③要支援 1 もしくは 2 と認定され、介護予防サービスを希望する利用者に、適切なアセスメントのもと介

護予防サービス計画の作成や評価を行ない、自立した生活を送れるように支援する。 

④ケアプランデータ連携や DocuWorks 等、ICT を活用し、事務作業の負担を軽減と業務の効率化を目指

す。 
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５．認知症地域支援・ケア向上事業 

①認知症になってからも、一人一人が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲

間等とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方（「新しい認知

症観」）に基づき、認知症高齢者を一人の尊厳ある個人として捉え、個性と能力を十分に発揮しながら、

共に支え合って生きることができるよう、「本人の声」の発信を通して、その理解を深めていく。（本人

ミーティングの実施） 

②地域住民、学生（大学生、小学生）、企業等に対して認知症サポーター養成講座を実施する。また、認知

症サポーター養成講座の修了者に対してステップアップ講座を行ない、実際に地域で活動のできる人材

を発掘し、育成を行なう。 

③認知症高齢者のみまもり体制の構築のため、認知症高齢者等みまもり事業（「どこシル伝言板」、見守り

キーホルダー、オレンジカード）について、地域住民やケアマネジャーに周知活動を行い、行方不明高

齢者の早期発見に努める。 

④地域の認知症高齢者に対し、適切な診断・治療が開始できるよう、認知症疾患医療センターである前田

病院や認知症サポート医と連携を図り、初期集中支援チームを適切に活用する。 

⑤認知症カフェに定期的に顔を出し、顔の見える関係を作る。講師派遣事業の紹介等を行ない、様々な機

会で参加の呼びかけや周知活動を行なう。 

⑤認知症等の症状がある方を介護する家族等に対し、介護に関する知識や技術について学習する機会を提

供するとともに、家族同士の情報交換や交流等のために「認知症介護者家族の集い（つつじ会）」を 2

ヶ月に 1回開催する。 

  ⑥担当地域内にある地域密着型サービス事業所（グループホーム、小規模多機能型居宅介護）の運営推進

会議に参加し、情報の共有を図る。 

６．生活支援体制整備事業 

①地域の中で不足している社会資源や地域課題を明らかにするため、第二層協議体会議を年2回開催する。 

②あんしん生活調査や認知症サポーター養成講座、介護予防事業等の中から地域づくりの担い手を発掘

し、育成に努める。 

 ③住民の主体的活動（自主グループ等）を支援することにより、生きがいづくりや介護予防の推進を図る。

一般介護予防事業の終了時に介護予防に関する活動が継続出来るよう、本人の意向に沿った通いの場を

紹介していく。また、新規に通いの場を立ち上げることとなった場合は、立ち上げから 3 か月は集中的

に支援し継続出来るようにする。 

④地域の自主グループをカテゴリーごとに整理し、「中部地域マップ」としてまとめ、包括相談員やプラン

ナー、地域のケアマネジャーからの相談に対して、適切なグループを紹介する。 

⑤自治会、民生委員、老人クラブ等、既存の活動グループの集まりに参加し、情報収集を行う。また、地

域内のスーパーや商店に顔を出し、地域包括支援センターの周知を図り、顔の見える関係を築く。クリ

ニックや薬局、地区センター等にも定期的に顔を出し、情報の共有に努める。 

⑥UR 都市機構（ひばりが丘団地）と協働し、地域住民の体力測定会を企画し、実行する。その他、地域の

自主グループでも体力測定会を行い、身体機能の低下を早期に発見し、早期対応につなげる。 
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 ７．運営体制 

  ①複雑化・複合化した相談に対して、それぞれの専門性を活かしたチームアプローチで、介護予防や相談、

権利擁護、ケアマネジャー支援業務を担う。 

②権利擁護や認知症等、業務に必要な知識、相談技術等、各職員が学んだ内容を伝達し、知識や情報を共

有することで地域包括支援センター全体のスキルアップに努める。 

  ③個人情報の保護等、情報管理を徹底するとともに、守秘義務を厳守する。 
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部        門 計  画  立  案  者 

シャローム本天沼 若宮 和子 

     

＜ 目  標 ＞ 

今年度は臨時の介護報酬改定があり、その中でも生産性向上の取り組みの推進は必須である。職員

が働きやすく、やりがいのある職場となるように、課題を整理し介護ロボットや ICT 等のテクノロジ

ーの導入に向け精査していく事が必要である。また、他の加算についても取得できるものは無い

か整理し準備を行う。人材育成については、目標を明確にし、外部研修への参加や、勉強会の充実等

スキルアップの機会を促進させ、職員それぞれが活躍し成長できるように取り組む。 

入居者の方が社会とのつながりを実感できるように、地域に開かれた行事やオレンジカフェの開催も

継続して行い、ご家族やボランティアの方々、関係機関と連携をとり、地域や職員から選ばれるグルー

プホームを目指していく。 

 

行動指針 

１．入居者の「誇り」を大切にしています 

２．自立した生活を送ることができるように支援します 

３．清潔で安全な生活環境に配慮します。 

４．お一人お一人の生活感を捉え、楽しい日々を送ることができるように支援します 

５．入居者の「～したい」という言葉は逃さず、実現できるように一緒に考えていきます 

 

＜ 課  題 ＞ 

１．法人・施設の取り組みと健全運営 

２．業務改善と組織改革の前進 

３．人材確保と育成 

４．地域福祉の充実をはかる 

５．サービスの質の向上・選ばれる事業所に 

 

１．法人・施設の取り組みと健全運営 

１）法人本部と連携して杉並エリア全体の課題を検討していくとともに、人材対策等の重要な案件や 

法人のエリアマネジャー会議において事業所の状況や地域のニーズを提言し、事業所の運営に反映で

きるようにする。 

２）コンプライアンス、ハラスメント対策、虐待防止、事故防止の項目について、杉並エリア共通の 

チェック項目をもとに施設間点検を実施し、事業所課題を把握するとともに、杉並エリア３事業所に 

所属する職員の倫理意識向上に取り組む。 

３）東京事業所のホームページを活用し、入居希望者や求職者に対して、事業所の魅力が伝わるように

事業所の行事、イベント等の取り組みを定期的に発信するとともに、日頃の様子も積極的に発信する。 

４）事業運営について杉並区に確認しながら、法人本部と連携し精査していく。 

５）杉並区グループホーム連絡協議会には定期的に参加し連携を図る。 

 

２．業務改善と組織改革を前進させる 
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１）杉並エリアの事業所責任者、専門職リーダーが中心となり、各事業所の課題把握に努め、PDCA サイ

クルに基づいた事業計画の推進をおこなう。また入居者に身体機能の変化等あった場合には、杉並エ

リアの専門職による評価や助言をいただき、利用者支援の質を向上させることに取り組む。 

２）働きやすい職場に向けて法人本部と連携し、諸規程の改定ならびにキャリアパス制度の運用につい

て進捗状況等、職員へ周知する。また、杉並エリア各事業所の業務内容が理解できるように各職種の

会議を設定し職種間で情報共有をすすめ、業務の改善やサポートにつなげる。 

３）事業所内に生産性向上プロジェクトを立ち上げ、テクノロジー活用等により、職員の負担軽減なら

びに働きやすい職場環境の整備に取り組む。また、杉並エリア３事業所合同のプロジェクト会議に 

より、生産性向上への取り組みを推進する。 

４）入居者の様子に合わせて休憩時間の調整等、必要な業務改善の試行を行う。 

 

３．グループホームに求められる人材育成を行う 

１）認知症に関することやパーソンセンタードケアの視点を深める。面接は定期的に行い本人が望む 

キャリア形成について共有したうえで外部研修の参加等支援し職員の専門性を高める育成を行う。 

またミーティング、ケース会議は、定期的に開催し職員間で情報を共有できるようにする。 

２）事業所に必要な研修は年間計画として定期的に開催する。通年を通して適切な対応ができるように、

緊急時の対応や事故予防、感染症や災害が発生した際の実践を想定した訓練等も実施する。拘束廃止、

虐待防止について定期的に会議でも話し合い年間を通して拘束廃止、虐待防止に取り組む。 

３）人材確保・育成・定着にむけて、杉並エリア３事業所合同のプロジェクトチームを立ち上げるとと

もに、プロジェクトへの参画を通して事業所の魅力を発信する方法を検討し、実習生・職場見学・職

場体験の学生、求職者へ取り組みをおこなう。また入職した職員が安心して働き続けられるよう杉並

エリア事業所間におけるサポート体制をつくる。 

 

４．地域とのつながりを通して地域福祉の充実に取り組む 

１）行事の企画やカフェを定期的に開催し、地域住民との交流、グループホームや認知症について正し

い理解につながるよう働きかける。 

２）本天沼児童館の子どもたちとの交流については年 2回計画し実施する。 

３）災害対応は、今年度も区営本天沼第三アパート合同の防災訓練を企画し、有事の際は互いに助け合

うことが出来るように、顔馴染みの関係性を構築し連携強化に努める。 

４）杉並エリア３事業所で杉並フェスタへ参加し、事業所で実施できる地域公益活動を発信する。 

 

５．サービスの質の向上・選ばれる事業所に向けた取り組み 

１）一人ひとりの誇りと参加する権利を意識し、サービスマナーの向上を図る。また適切なアセスメン

トからプランに基づいた支援を行い、環境に応じた支援方法の選択とスタッフ間の連携に努め、入居

者に気づかれない支援に努める。 

２）かかりつけ医である関係医療機関、協力病院である東京衛生アドベンチスト病院及び医療連携機関

である東京衛生アドベンチスト病院訪問看護ステーション、地連歯科診療所と連携をとり実効性のあ

る連携体制を構築し、さらなる連携強化に努めていく。 

３）日常の買い物等の外出は出来るだけ徒歩圏内にし、入居者と地域の方との顔馴染みの関係ができる

ような機会を作る。運営推進会議は年 6 回開催し情報の共有、意見交換、助言をいただきサービスの

質の向上に取り組む。家族交流については家族参加型の行事企画や、家族会の開催は年 2回行う。 
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部        門 計  画  立  案  者 

杉並区立重症心身障害児通所施設わかば 望 月  太 敦 

     

＜ 目  標 ＞ 

今年度は、旧若杉小跡地での運営最終年度となる。これまで同様に、重症児が地域で育つことを支援す

るため、関係機関と連携し、同年代の子どもとの交流や遊び・集団活動を通した発達の機会を保障する

とともに、地域のインクルージョンを推進する。また、就労する保護者が安心して利用できるよう、個

別預かり時間の延長や保育園との併行通園に取り組み、昨年度からは保育園送迎をおこなう療育サポー

ト事業も実施している。併行通園は、国のインクルージョン施策の１つであり、引き続き保育園と連携

して取り組むこととする。さらに、令和９年度の移転後を見据え、地域ニーズを踏まえた新規事業を含

めた中長期計画を策定し、医療的ケアのある重症児家庭が安心して暮らせる地域づくりに取り組み、地

域や職員から選ばれる事業所を目指す。 

 

運営方針 

１．子どものいのちを大切にします 

２．保護者の思いを大切にします 

３．安全・安心を大切にします 

４．地域を大切にします 

 

＜ 課  題 ＞ 

１．法人・施設の取り組みと健全運営 

２．業務改善と組織改革の前進 

３．人材確保と育成 

４．地域福祉の充実をはかる 

５．サービスの質の向上・選ばれる事業所に 

 

１．法人・施設の取り組みと健全運営に取り組む 

１）法人エリアマネジャー会議において事業所の状況や地域ニーズを提言し、旧若杉小からの移転後を

見据えた運営体制を検討する。また、重症児の支援課題について適宜杉並区と連携し、新規事業の検

討を含めた中長期計画の策定の検討をすすめる。 

２）コンプライアンス、ハラスメント対策、虐待防止、事故防止の項目について、杉並エリア共通のチ

ェック項目をもとに施設間点検を実施し、事業所課題を把握するとともに、杉並エリア３事業所に所

属する職員の倫理意識向上に取り組む。 

３）法人本部と連携してキャリアパス制度の運用をすすめ、働き続けながら働く一人ひとりが望む将来

に向けてサポートできる仕組みを構築する。 

 

２．業務改善と組織改革を前進させる 

１）各専門職の視点で事業所の課題把握に努め、専門性を活かしたフォロー体制を構築するとともに、

PDCA サイクルに基づいた事業計画の推進をおこなう。事業所内会議、支援会議はオンライン会議を取

り入れた上で定期的に開催し、AI議事録を活用して職員の負担軽減を図る。 
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２）働きやすい職場に向けて法人本部と連携し、職員の永年勤続や報奨制度を活用して業務外の取り組

みを評価できる仕組みに取り組む。また、職員の負担軽減を目指し、ワークライフバランスの推進、

職場環境の整備に取り組む。 

３）事業所内に生産性向上プロジェクトを立ち上げ、テクノロジー活用等により、職員の負担軽減なら

びに働きやすい職場環境の整備に取り組む。また、杉並エリア３事業所合同のプロジェクト会議によ

り、生産性向上への取り組みを推進する。 

 

３．重症児を対象とした児童発達支援事業所に求められる人材確保と育成を行う 

１）スタッフ間のコミュニケーションを大切にし、医療・福祉・教育の視点を深める人材育成を行う。

事業所内研修は杉並エリア各事業所職員の希望者も参加できるように企画し、研修テキストは事業所

職員が分担して改訂をおこなうことで、主体的にテキスト内容を理解できるようにする。また、療育

に関する専門誌等の購読を取り入れ、重症児を対象とした事業所に求められる情報収集に取り組む。 

２）職員の自己目標と事業所で期待される役割から外部研修に参加できるように支援するほか、虐待の

芽チェックリストを活用する等により、年間を通して虐待防止に取り組む。また、事業所の実践研究

を奨励し、外部の研究発表会で発信することで、研鑽を積める機会をつくる。 

３）人材確保・育成・定着にむけて、杉並エリア３事業所合同のプロジェクトチームを立ち上げるとと

もに、プロジェクトへの参画を通して事業所の魅力を発信する方法を検討し、実習生・職場見学・職

場体験の学生、求職者への取り組みをおこなう。また、入職した職員が安心して働き続けられるよう

杉並エリア事業所間におけるサポート体制をつくる。 

 

４．地域とのつながりを通して地域福祉の充実に取り組む 

１）地域に開かれた行事の開催ならびに定期的に保育園等と交流し、地域住民に重症児や当事業所の役

割の理解につながる働きかけを継続する。また、乳幼児期の在宅重症児家庭の実状を踏まえ、天沼中

学校区地域教育推進協議会や子育てプラザなどと連携し、地域の拠点となる支援体制に参画する。 

２）保護者同士が交流できる機会や親子の会の支援を通して地域ニーズを把握する。また、きょうだい

児を対象とした交流会など地域に向けた講座を開催し、地域福祉の充実につながるように努める。 

３）杉並エリア３事業所で杉並フェスタへ参加し、事業所で実施できる地域公益活動を発信する。 

 

５．サービスの質の向上・選ばれる事業所に向けて取り組む 

１）一人ひとりの子どものニーズに沿った個別支援計画を基に多職種連携による療育に取り組む。安心

して通園できるように東京衛生アドベンチスト病院や嘱託医と連携を密にし、子どもの主治医や摂食

専門医等との連携に努め、専門職による個別評価及び個別プログラム、個別相談を実施する。また、

人工呼吸器を使用した子どもの支援体制を整え、杉並区と連携し安全に受け入れる。 

２）杉並区立こども発達センターや併行通園児における在籍保育園など関係機関と連携をとり、子ども

を中心とした療育ニーズに沿った支援体制をつくる。また、インクルージョンの推進に向け、近隣の

幼稚園、子育てプラザ等と連携をとり、同年代の子どもたちが交流できる機会をつくる。なお、地域

との行事や保育園交流等の活動の様子については、外部向けの広報誌等の作成を検討し、発信する。 

３）保護者のニーズや気持ちに沿った支援のもと、預かり時間の延長のほか、必要に応じてサービス提

供時間外に個別面談や保護者向け講座の機会を設け、保護者支援をおこなう。また、共働きにより来

園機会の少ない保護者向けに、事業所内の掲示板に代わる活動の様子が伝わる方法を検討し、試行す

る。なお、就学児については、特別支援学校等と連携をとり、就学支援をおこなう。 
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部        門 計  画  立  案  者 

杉並区障害福祉サービス事業所 

シャローム上井草さくら 
今井 舞 

＜ 目  標 ＞ 

開設より継続してきた感染対策や日々の健康管理体制を基盤とし、重度身体障害者が地域の中で安

心して通所し続けられる体制整備をさらに推進する。体調変化の早期発見・事故予防・リスク管理に

おいては、既存の取り組みを整理し、より明確な仕組みづくりを進める。昨年度より取り組んできた

「自分らしく」の実現に向けた体制整備を踏まえ、令和 8 年度は、社会参加・自己決定・生活の質の

向上を支援の軸とし、具体的な支援内容の整理と共有を進める。 

 法人全体で推進されるキャリアパス制度を活用し、職員一人ひとりが専門性を高め、やりがいをも

って働ける環境を整備する。自治体・医療機関・関係機関と連携を深めながら、地域にも職員にも選

ばれる事業所を目指す。あわせて、質の高い支援を安定的に提供し続けるため、利用率の向上と稼働

率の安定化に戦略的に取り組み、経営基盤の強化を図る。 

 

＜ 運営方針 ＞ 
  利用者のいのちを大切にします 
  利用者の思いを大切にします 
  安全・安心を大切にします 
  地域を大切にします 

 
＜ 課  題 ＞ 

  法人・施設の取り組みと健全運営 
  業務改善と組織改革の前進 
  人材確保と育成 
  地域福祉の充実をはかる 
  サービスの質の向上・選ばれる事業所に向けた取り組み 

１．法人・施設の取り組みと健全運営 

  コンプライアンス、ハラスメント対策、虐待防止、事故防止の項目について、杉並エリア共通

のチェック項目をもとに施設間点検を実施し、事業所課題を把握するとともに、杉並エリア３

事業所に所属する職員の倫理意識向上に取り組む。杉並エリア共通のチェック項目に基づき、

施設間点検を実施し、課題を可視化・共有する。点検結果をもとに、迅速な対応と改善策を検

討し、杉並エリアマネージャーと連携して事業所運営に反映させる。 

  東京事業所のホームページを活用し、施設の取り組みや特色を定期的に発信し、地域や関係者

への周知を強化する。 

  感染対策や日々の健康観察、体調変化の早期発見については、これまでの取り組みを継続しつ

つ、観察や対応の質をさらに高めるための工夫を導入する。また、職員間の連携体制を強化し、

情報共有の仕組みを見直すことで、業務の効率化を図る。これらの取り組みを通じて、より迅

速かつ的確な対応が可能な体制づくりを目指す。 

  安心・安全な通所環境を維持するとともに、利用率の向上と稼働率の安定化として年度末まで

に 20名ご利用を計画的に進め運営を安定させ、持続可能な支援体制を確立する。 
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２．業務改善と組織改革の前進 

  事業所内に生産性向上プロジェクトを立ち上げ、テクノロジーの活用や業務の見直しを通じ

て、職員の負担軽減と働きやすい職場環境の整備を進める。また、杉並エリア３事業所合同の

プロジェクト会議により、生産性向上への取り組みを推進する。 

  休憩環境の改善やワークライフバランスの推進に取り組み、職員の心身の健康を支える。 

  会議や朝夕の打ち合わせ時間を活用し、常勤・非常勤問わず意見交換と情報共有の場を活用し、

組織全体の一体感を高める。 

３．人材確保と育成 

  人材確保・育成・定着にむけて、杉並エリア３事業所合同のプロジェクトチームを立ち上げる

とともに、プロジェクトへの参画を通して事業所の魅力を発信する方法を検討し、実習生・職

場見学・職場体験の学生、求職者への取り組みをおこなう。また、入職した職員が安心して働

き続けられるよう杉並エリア事業所間におけるサポート体制をつくる。 

  実習生・職場見学・職場体験の受け入れを通じて、事業所の魅力を発信し、採用活動を強化す

る。 

  新入職員が安心して働き続けられるよう、段階的な育成計画とチェックリストを整備し、指導

者との面談を通じて技術習得を支援する。 

  キャリアパス制度を活用し、職員一人ひとりが PDCA サイクルに基づいた業務改善に主体的に

取り組めるよう支援する。 

  虐待の芽チェックリストを活用し、年間を通じた虐待防止の取り組みを継続する。 

  接遇・マナー研修を定期的に実施し、支援者としての姿勢を育む組織風土を醸成する。 

  実践研究や外部発表を奨励し、職員の専門性向上とモチベーションの維持を図る。 

４．地域福祉の充実 

  杉並エリア３事業所で杉並フェスタへ参加し、事業所で実施できる地域公益活動を発信し、地

域とのつながりを深める。 

  地域住民や多世代との交流を促進する行事を企画し、重度身体障害者が地域の一員として生活

する関係づくりを進める。 

  家族会の開催を通じて、家族・代理人同士の交流と事業所に対するニーズの把握に努める。 

  関係機関との連携・情報交換を通じて、地域課題に対する支援体制を検討・構築する。 

５．サービスの質の向上、選ばれた事業所に向けた取り組み 

  利用者ひとりひとりの「自分らしく」の実現のため、意思決定支援の体制を整備する。サー

ビス提供時間を延長し、入浴支援については希望日に利用できる体制を整えることで、より

柔軟で安心な支援を提供する。 

  他事業所や訪問事業所と連携し、利用者中心の支援体制を整える。 

  代理人・関係者と連絡帳や個別相談、支援者会議を通じ、密に連携しニーズに沿った支援を

行う。 

  特別支援学校等の実習を受け入れ、卒後生活に向けた移行支援体制を整える。 
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社会福祉法人三育ライフ 東京事業所   令和 8 年度 
 

各種委員会 その役割と目的 
 

1．管理者会・拡大スタッフ会・エリアマネージャー会議 

 今年度の事業計画を実施していくための確認と必要な協議を行う。また、東京事業所内の運営管理に

関する討議を行う。各事業所の課題や問題を共有し、協力して乗り越えていくための大切な会である。

また、統括施設長が適切に業務を遂行できるように支援をすることもこの会の大事な役割である。 

 尚、「苦情対応委員会」・「環境整備委員会」・「虐待防止委員会」としての役割を担い、それぞれの課題

を協議検討する。各部署での開催とする「感染症対策委員会」・「事故発生防止委員会」・「ハラスメント

対策委員会」・「生産性向上委員会」については、全体的な検討や情報共有は管理者会で行うため、開催

月を決めて対応する。 

 拡大スタッフ会は、必要に応じて開催するが、管理・指導の役割を持つメンバーの研修の場として、

また、事業計画の策定および PDCA サイクルを活用した、アクションプランの検討を実施する。 

 エリアマネージャー会議は、東京事業所を、特養、在宅、杉並というエリアに分け、それぞれの課題

をマネージャーが集約し、全体の課題として共有し、検討する。そこで議論したことを、管理者会で報

告するものと、法人経営会議や理事会に提起するなどを実施していく役割とする。 

 

2．安全衛生委員会 

健全な事業運営は健康な職員によって行われる。職員の健康維持・安全就労の為職員健康診断や夜間 

勤務者の検診、腰痛検査、メンタルチェックなどの実施が法的に義務付けられている。健康診断をより

良いものにしていく。 

これらの活動の為に、職員の中から選出された委員により、関係医療機関との連絡や調整などを円滑

に進め、産業医と共に職員の生活習慣病予防対策、メンタル面の支援、職場の安全衛生環境整備等を検

討し、提案していく。 

 

3．防災委員会 

シャローム東久留米は、第２次避難所として位置づけられており、地域における防災支援体制の確立

が緊急課題となっている。引き続き地域と協働した防災訓練の実施していきたい。また、各事業所で作

成したＢＣＰについて検討し更新していく。さらに具体的な計画としていくとともに、東京事業所の各

拠点間の「災害発生時の支援体制」についても検討していく。更に、毎年参加している東久留米市自衛

消防隊活動審査会にも参加し、各拠点で行われる防災訓練もユニークなものを検討していきたい。 

 

4．研修教育委員会 

研修教育委員会は、三つの柱を基に活動していく。現場に実践できる内容の研修に参加し、法人全体

でその情報を共有することを目標とする。 

①  施設内研究・実践発表会について開催方法やあり方を検討し、新たな発信の場も模索する。 

② 他施設事業所の見学と意見交換会（不定期）。 

③ 各種研修会の参加と報告（各部署での報告と職員会で連絡別報告も検討）。 
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5．広報委員会 

東京事業所のホームページを、より使いやすく、わかりやすい情報発信のツールとして効果的に活用

するために、これまでの内容を再検討し各事業所のページをさらに充実させたい。また、パンフレット

の作成にも力を入れていきたい。その為に、本委員会は、このための特別プロジェクトとして、メンバ

ーは希望者を優先し、管理職やベテラン、若手と幅広い意見を取り入れながら、しっかりと作り上げる

ためのメンバーとして、随時活動する委員会とする。 

 

6．給食委員会 

利用者にとって最大の課題は、「食」である。それは単に健康維持に留まらず、最大の楽しみでもあ

る。当委員会は給食委託会社との協力を密にし、利用者の食事の充実と向上に寄与するものとする。介

護現場と食事提供現場との協力体制や連携の強化はこれまで以上に必要となる。施設の利用者は受け身

の立場であり、苦情や希望を声にして発信できない方も多くいる。委員は利用者の立場に立ち、利用者

に代わって積極的に意見を述べ、利用者の食生活の満足と充実の為に貢献する。 

 

7．ボランティア委員会 

コロナ禍の中でのボランティアの受け入れについて検討し、どのような形で、地域の方々に参加して

もらえるかを模索する場となる。その他、ボランティアコーディネータを中心に、ボランティアに関す

る事全般を協議する。 

① 通常の受入れや活動状況、予定などの確認。 

② ボランティア活動をホームページで発信することを検討 

③ ボランティア感謝の集い実施（年１回）。 

④ その他ボランティアに関わる事項。 

 

8．シャローム祭委員会 

 施設を開放して地域住民の方々との貴重な交流と貢献の機会であるシャローム祭であるが、今年度は、

職員の負担軽減と地域の方々との協働を検討し、職員が一致協力して暖かい気持ちで取り組みたい。そ

の為には、単に習慣的に進めるのではなく、目的を再確認し『シャローム』ならではの、お祭りになる

ように検討し実施する。そのための実行委員として中心になる。  

 

9．外国人人材対策委員会 

 現在、東京事業所で働いて介護福祉士を目指している、EPA 介護福祉士候補生をサポートし、継続的に

受け入れていくことに加え、特定技能などその他の制度を活用して就労する外国人に対して、彼らが安

心して当事業所で働きながら勉強できる環境整備、仕事上の課題、生活のサポートなどの検討をし、円

滑な運営をしていくことを目的とする。 
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＜専属委員会＞ 

10．ターミナル委員会 

ターミナル委員会では、①｢看取りについての勉強会｣の実施。②ターミナルケアの質の向上。③チャ

プレンとの連携と充実を検討していきたい。 

    ＊ターミナル期における環境整備の充実 

    ＊勉強会（死生観、グリーフケア）の実施等を目標に活動を進めていきたい。 

 

11．身体的拘束適正化委員会 

拘束は、その人の身体機能を低下させるだけでなく人権侵害であり、施設利用者の生活の質を根本か

ら損なう危険がある。当委員会では、拘束という行動制限について、「身体」「薬物」「言葉」の各観点か

ら日ごろのケア全般を振り返り、ケアの質の向上に向けた課題の整理や検討を行う。また、身体拘束廃

止の取り組みや虐待の芽となりうる不適切なケア等をテーマにした勉強会を企画し実施する。 

 

12．褥創対策委員会 

 褥創が発生しないよう適切な介護を行うとともに、その発生を予防するための体制を整備しなければ

ならない（介護保険法 第４章 運営に関する基準 第１３条５）。この法に従い褥創の予防を最重要課

題とする。褥創を発生させないケアをチームとして実践し、学びと体制作りも行う。また細やかな観察

を怠らず早期発見に努め、各係が協働し症状の改善を図る。 

 

13．特養会議 

特養の課題に特化した会議体とする。施設長を中心に、各係の代表者により、様々な課題を検討する。

各係が協力し、特養の問題として解決していけるように話し合っていく。事故発生予防や、虐待防止な

ど、特養における問題を検討し、解決に向け話し合う場とする。 

 

14．在宅会議 

  在宅部門のさまざまな課題について、事業所を越えて協議をする場とし、加えて情報の共有を進めて

シャロームのサービスを活用する方やご家族が、安心して利用できる体制とする。また、在宅部門とし

ての経営の視点を持ち、共同して実績を上げていくための検討も実施する。 

 新たなニーズについても検討し、新しい事業展開について提案していく。 

 

15．杉並エリア会議 

  杉並エリアにおける、課題を共有し、検討する。各管理者及び、専門職のリーダーを加えて、情報

の共有、各事業所の課題や問題点について話し合う。また、中長期計画の策定や、人材対策等重要な案

件の検討について、地域の状況をまとめて、エリアマネージャー会議に提言し、法人本部との連携を図

っていく。 
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【令和８年度　委員会構成】

№ シャローム東久留米
（介護、看護、相談、栄養）

管理
南沢

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
南沢

ヘルパー
居宅介護

支援
中部

包括支援
幸町

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
シャローム

本天沼
重心

わかば
上井草
さくら

計

1
管理者会
（長）我謝  悟
(第２水曜日16:30)

鷹部屋　 宏平
三島　久美子

清水 浩二 一木　誠 宮下　賢二 沖山　聡 山中章江 一木　誠 若宮 和子 望月 太敦 今井 舞 11

2

安全衛生委員会
（長）鷹部屋 宏平
 (副）福田 弥玖
(第１金曜日16:00)

大西　潔　　栗崎　祐子
小熊　綾乃

千先　稜 原川　祥子 関　明美 沖山　聡 結城　永順 重田　愛 堀ノ内 克哉 北村 千穂
松土 恵

ビラル 香 15

3
防災委員会
（長）清水 浩二
(第４月曜日17:00)

渡辺　杏子 中西 佑佳子 轆轤　マミ 宮下　留美 重田　愛 堀ノ内 克哉 山本 順子
竹内 陽介
長岡 裕子 10

4
研修教育委員会
（長）沖山　聡
(第４水曜日17:10)

小西　亜香里
小熊　綾乃

桃井 輝之 山岸　清峰 宮下　賢二 山口　哲平 陳　雨晴 リョウ カイカ
江口亜紀子

長内 舜
遠藤 誠
劉 暁亮 13

5
広報委員会
（長）一木　誠
(不定期)

原川　昌也
眞田　亜希子

千先　稜 坂本　幸 関根 萌
林 久美

吉田 栞菜
青木 史

今川 則子 11

6

給食委員会
（長）福田 弥玖
 (副）鷹部屋 宏平
(第１水曜日16:30)

原川　昌也　　小熊　綾乃
保谷　邦彦　 三島　久美子

- 奥崎絵梨香 - - - - - 7

7
ボランティア委員会
（長）原川 昌也
(第３月曜日16:30)

茂野　和恵
眞田　亜希子

中西 佑佳子 不動岩　誠 津雪　聡子 樋口　晃司 - - - 7

8
シャローム祭委員会
（長）宮下　賢二
（顧問）我謝　悟

森　有里
眞田　治

桃井 輝之
山岸　清峰 小川　美佐江 大澤　裕美 中島　梨絵 樋口　晃司 呂 彦楊 郭 彩華

リ キンヨウ
川村 和人 14

9
外国人人材対策委員会
（長）眞田チャプレン

鷹部屋　 宏平
三島　久美子

清水 浩二
千先　稜

- - - - 一木　誠 若宮 和子 望月 太敦
今井　舞

松﨑　明美 10

※｢苦情対策委員会(ｻｰﾋﾞｽ向上委員会)｣､｢事故発生防止委員会（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会）｣､｢感染症対策委員会｣､｢環境整備委員会｣､｢虐待防止委員会｣､

　｢ハラスメント委員会｣､｢生産性向上委員会｣は、管理者会・拡大スタッフ会及び各部署で開催する。

【特養専属委員会】

14
ターミナル委員会
（長）大西　潔
(第１水曜日15:30～)

9

15
身体拘束適正化委員会
（長）鷹部屋 宏平

8

16
褥瘡対策委員会
（長)　福嶋 貞子
（顧問）陸川先生

8

17
特養会議
担当：鷹部屋 宏平
(第３水曜日16:30)

7

18
入所判定委員会
担当：鷹部屋 宏平

7

【在宅専属委員会】

19
在宅会議
（長）一木　誠
(第４月曜日10:45)

4

【杉並エリア委員会】

20
杉並エリア会議
（長）望月 太敦
(第2水曜日15:30)

8

【エリアマネージャー会議】

21
エリアマネージャ―会議
（長）我謝  悟
(第４水曜日16:30)

5

宮下　賢二　・　沖山　聡　・　山中　章江　

今井 舞　・　若宮 和子　・　北村 千穂　・　江口 亜紀子　・　遠藤 誠　・　堀之内 克哉　・　山本 順子

鷹部屋 宏平　・　清水事務長　・　一木　誠　・　望月　太敦

委 員 会 （長）

原川　昌也　・　小熊　綾乃　・　福田　弥玖　・　牧野　恵　・　森　有里　・　山口　雄大　・　保谷　邦彦　・　三島　久美子

原川　昌也　・　小熊　綾乃　・　牧野　恵　・　森　有里　・　山口　雄大　・　保谷　邦彦　・　三島　久美子

小熊　綾乃　・　田上　泰嗣　・　福田　弥玖　・　渡辺　杏子　・　姜　儀　・　井出　日向子

清水　浩二　・　三島　久美子　・　大西　潔　・　原川　昌也　・　保谷　邦彦　・　福田　弥玖

清水　浩二　・　三島　久美子　・　大西　潔　・　原川　昌也　・　保谷　邦彦　・　小熊　綾乃
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1
3

木
1
3

日

1
4

火
1
4

木
1
4

日
1
4

火
1
4

金
1
4

月

1
5

水
1
5

金
1
5

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

1
5

水
特

養
会

議
1
5

土
1
5

火

1
6

木
職

員
会

1
6

土
1
6

火
1
6

木
職

員
会

1
6

日
1
6

水
特

養
会

議

1
7

金
1
7

日
1
7

水
特

養
会

議
1
7

金
1
7

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

1
7

木
職

員
会

1
8

土
1
8

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

1
8

木
職

員
会

1
8

土
1
8

火
1
8

金

1
9

日
1
9

火
1
9

金
1
9

日
1
9

水
特

養
会

議
1
9

土

2
0

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

2
0

水
特

養
会

議
2
0

土
2
0

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

2
0

木
2
0

日
敬

老
会

(特
養

)

2
1

火
2
1

木
職

員
会

2
1

日
2
1

火
2
1

金
2
1

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

2
2

水
エ

リ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

会
議

・
研

修
教

育
委

員
会

2
2

金
2
2

月
防

災
委

員
会

2
2

水
エ

リ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

会
議

・
研

修
教

育
委

員
会

2
2

土
2
2

火

2
3

木
2
3

土
2
3

火
2
3

木
2
3

日
2
3

水
エ

リ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

会
議

・
研

修
教

育
委

員
会

2
4

金
2
4

日
2
4

水
エ

リ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

会
議

・
研

修
教

育
委

員
会

2
4

金
2
4

月
防

災
委

員
会

2
4

木

2
5

土
2
5

月
防

災
委

員
会

2
5

木
評

議
員

会
2
5

土
2
5

火
2
5

金

2
6

日
2
6

火
2
6

金
2
6

日
2
6

水
エ

リ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

会
議

・
研

修
教

育
委

員
会

2
6

土

2
7

月
防

災
委

員
会

2
7

水
エ

リ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

会
議

・
研

修
教

育
委

員
会

2
7

土
2
7

月
防

災
委

員
会

2
7

木
2
7

日

2
8

火
2
8

木
2
8

日
2
8

火
2
8

金
2
8

月
防

災
委

員
会

2
9

水
2
9

金
2
9

月
2
9

水
2
9

土
2
9

火

3
0

木
3
0

土
3
0

火
3
0

木
3
0

日
3
0

水

3
1

日
3
1

金
3
1

月

上
旬

　
お

花
見

（
特

）
中

旬
　

外
出

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

（
特

）
家

族
会

総
会

（
特

養
）
　

菖
蒲

園
外

出
(特

）
七

夕
（
特

・
南

・
幸

）
　

　
納

涼
祭

（
特

）
納

涼
祭

(幸
・
南

)
敬

老
会

(特
・
幸

・
南

)

　
　

　
　

お
花

見
（
本

天
沼

）
外

出
（
本

）
　

遠
足

（
わ

か
ば

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
感

謝
の

集
い

　
夏

祭
り

(わ
か

ば
)

夏
祭

り
（
本

天
沼

）
敬

老
会

（
本

天
沼

）

９
　

月

令
和
８
年
度
　
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
（
4
月
～
9
月
）

４
　

月
５

　
月

６
　

月
７

　
月

８
　

月
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1
木

秋
の

外
出

週
間

（
さ

く
ら

）
1

日
開

設
記

念
日

(本
天

沼
・さ

く
ら

）
シ

ャ
ロ

ー
ム

祭
1

火
1

金
元

旦
・
新

年
挨

拶
（
特

養
・本

天
沼

）
1

月
1

月

2
金

安
全

衛
生

委
員

会
2

月
2

水
給

食
委

員
会

2
土

2
火

2
火

3
土

3
火

3
木

3
日

3
水

給
食

委
員

会
3

水
給

食
委

員
会

4
日

4
水

給
食

委
員

会
4

金
安

全
衛

生
委

員
会

4
月

4
木

4
木

5
月

5
木

5
土

5
火

5
金

安
全

衛
生

委
員

会
5

金
安

全
衛

生
委

員
会

6
火

6
金

安
全

衛
生

委
員

会
6

日
6

水
給

食
委

員
会

6
土

6
土

卒
園

式
（わ

か
ば

）

7
水

給
食

委
員

会
7

土
7

月
7

木
7

日
7

日

8
木

8
日

8
火

8
金

安
全

衛
生

委
員

会
8

月
8

月

9
金

9
月

9
水

管
理

者
会

・
杉

並
エ

リ
ア

会
議

9
土

9
火

9
火

10
土

10
火

10
木

1
0

日
1
0

水
管

理
者

会
・
杉

並
エ

リ
ア

会
議

1
0

水
管

理
者

会
・杉

並
エ

リ
ア

会
議

11
日

運
動

会
（
わ

か
ば

）
11

水
管

理
者

会
・杉

並
エ

リ
ア

会
議

11
金

1
1

月
1
1

木
1
1

木

12
月

12
木

12
土

餅
つ

き
（
わ

か
ば

）
1
2

火
1
2

金
1
2

金

13
火

13
金

13
日

1
3

水
管

理
者

会
・杉

並
エ

リ
ア

会
議

　
初

詣
(特

養
)
13

土
13

土

14
水

管
理

者
会

・
杉

並
エ

リ
ア

会
議

14
土

14
月

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

委
員

会
1
4

木
1
4

日
1
4

日

15
木

15
日

15
火

1
5

金
1
5

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

1
5

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

16
金

16
月

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

委
員

会
16

水
特

養
会

議
1
6

土
1
6

火
1
6

火

17
土

17
火

17
木

職
員

会
1
7

日
1
7

水
特

養
会

議
1
7

水
特

養
会

議

18
日

18
水

特
養

会
議

18
金

1
8

月
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
委

員
会

1
8

木
職

員
会

1
8

木
職

員
会

19
月

19
木

職
員

会
19

土
1
9

火
1
9

金
1
9

金

20
火

20
金

20
日

2
0

水
特

養
会

議
2
0

土
2
0

土

21
水

特
養

会
議

21
土

21
月

2
1

木
2
1

日
2
1

日

22
木

22
日

22
火

2
2

金
2
2

月
防

災
委

員
会

2
2

月

23
金

23
月

23
水

エ
リ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
会

議
・

研
修

教
育

委
員

会
　

ク
リ

ス
マ

ス
会

(特
養

)
23

土
23

火
23

火

24
土

24
火

24
木

2
4

日
2
4

水
エ

リ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

会
議

・
研

修
教

育
委

員
会

24
水

エ
リ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
会

議
・

研
修

教
育

委
員

会

25
日

25
水

エ
リ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
会

議
・

研
修

教
育

委
員

会
25

金
25

月
防

災
委

員
会

25
木

25
木

26
月

防
災

委
員

会
26

木
26

土
2
6

火
2
6

金
2
6

金

27
火

27
金

27
日

餅
つ

き
（特

養
)

27
水

エ
リ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
会

議
・

研
修

教
育

委
員

会
27

土
27

土

28
水

エ
リ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
会

議
・

研
修

教
育

委
員

会
28

土
28

月
防

災
委

員
会

28
木

28
日

2
8

日

29
木

29
日

29
火

2
9

金
2
9

月

30
金

30
月

30
水

年
末

3
0

土
3
0

火

31
土

31
木

3
1

日
3
1

水

利
用

者
健

康
診

断
 外

出
プ

ロ
グ

ラ
ム

(特
・
南

)
収

穫
祭

（
南

）
 開

設
行

事
（
本

天
沼

）
ク

リ
ス

マ
ス

会
(幸

・
南

・
わ

) 
餅

つ
き

（
特

）
新

年
会

・
初

詣
（
特

）
 

節
分

行
事

(特
・
幸

)
お

雛
祭

り
行

事
(特

・
幸

)　
偲

ぶ
会

サ
ン

マ
祭

り
(特

)　
秋

の
運

動
会

（
幸

）
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

接
種

年
末

感
謝

祭
（
幸

）
 餅

つ
き

（
本

天
沼

）
職

員
新

年
会

 二
十

歳
を

お
祝

い
す

る
会

（
さ

く
ら

）
音

楽
発

表
会

（
わ

か
ば

）
遠

足
（
わ

か
ば

）
さ

く
ら

ま
つ

り
(さ

く
ら

）

３
　

月

令
和
８
年
度
　
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
（
1
0
月
～
3
月
）

１
０

　
月

１
１

　
月

１
２

　
月

2
0

2
7

年
 １

 月
２

　
月
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